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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ

リ
ソ
ン
で
２
日
、
駅
隣
接
の
ハ

リ
ソ
ン
図
書
館
前
の
公
園
を
会

場
に
ハ
リ
ソ
ン
日
本
祭
り
が
開

催
さ
れ
た
。
快
晴
の
日
曜
日
と

あ
っ
て
、
大
勢
の
日
米
市
民
が

詰
め
か
け
て
大
盛
況
と
な
っ

た
。
地
元
ハ
リ
ソ
ン
高
校
の
日

本
人
生
徒
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
企
画
、
準
備
が
進

め
ら
れ
た
手
作
り
な
が
ら
、
総

合
商
社
を
は
じ
め
と
す
る
大
手

進
出
日
系
企
業
や
食
料
品
店
、

学
習
塾
、
寿
司
店
、
リ
ム
ジ
ン

会
社
な
ど
日
系
社
会
か
ら
も
手

厚
い
金
銭
的
支
援
が
寄
せ
ら
れ

た
。
企
業
協
賛
金
と
収
益
の
一

部
は
、
今
年
1
月
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
へ
の

義
援
金
と
な
る
。

ハ
リ
ソ
ン
は
、
こ
こ
数
年
で

子
育
て
世
帯
の
日
本
人
人
口
が

急
速
に
増
え
て
お
り
、
会
場
は

さ
な
が
ら
日
本
の
お
祭
り
会
場

の
よ
う
な
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

書
道
や
折
り
紙
な
ど
の
体
験
と

展
示
を
通
し
て
日
本
の
文
化
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

文
化
ブ
ー
ス
、
輪
投
げ
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
日
本
の
伝
統
的

な
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
焼
き
鳥
、
お
好
み
焼
き
、

焼
き
そ
ば
、
お
に
ぎ
り
な
ど
お

祭
り
食
べ
物
ブ
ー
ス
が
並
ん
で

長
蛇
の
列
と
な
っ
た
。
地
元
の

消
防
、
警
察
も
全
面
的
に
協
力

し
た
。

　

と
う
も
ろ
こ
し
と
焼
き
鳥
を

焼
い
て
い
た
ハ
リ
ソ
ン
の
日
本

食
料
品
店
「
お
い
し
ん
ぼ
」
の

店
主
、
高
田
英
紀
さ
ん
は
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
ハ
リ
ソ
ン
日

本
祭
り
を
な
ん
と
か
復
活
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
日
本

人
高
校
生
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
町

に
笑
顔
と
元
気
が
戻
っ
て
き
て

嬉
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
た
。

ハリソン笑顔で
日本祭り大盛況
地元現地校の日本人高校生が企画

NYの盆踊りグループ Bon-Dan NYCのリードで東京音頭などを踊る若者たち（２日午後１時30 分、写真・三浦良一）

　

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
が
不

倫
の
口
止
め
料
を
不
正
に
会
計

処
理
し
た
と
さ
れ
る
事
件
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
地
裁
の
陪
審

は
５
月
30
日
に
有
罪
評
決
を
下

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
量
刑
を

決
め
る
審
理
が
７
月
11
日
に
行

わ
れ
る
。ト
ラ
ン
プ
氏
は
31
日
、

記
者
会
見
し
、「
不
正
な
裁
判
」

で
あ
り
「
口
止
め
料
で
は
な
く

秘
密
保
持
契
約
だ
っ
た
。
完
全

に
合
法
で
、
誰
で
も
や
る
一
般

的
な
も
の
だ
」
と
改
め
て
無
罪

を
主
張
、
控
訴
す
る
意
向
を
示

し
た
。

　

一
方
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は

31
日
、「
法
の
上
に
立
つ
者
は

い
な
い
と
い
う
米
国
の
原
則
が

再
確
認
さ
れ
た
。
評
決
が
気
に

入
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
不

正
だ
と
言
う
の
は
無
謀
で
あ

り
、
危
険
で
無
責
任
だ
」
と
述

べ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
場
合
、

業
務
記
録
改
ざ
ん
の
量
刑
は
最

高
で
４
年
と
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
法
律
関
係
者
が
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
よ
う
な
過
去
に
犯
罪
歴

が
な
く
、
業
務
記
録
改
ざ
ん
の

罪
で
起
訴
さ
れ
た
人
物
が
刑
務

所
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て

珍
し
く
、
罰
金
刑
な
ど
が
よ
り

一
般
的
だ
と
し
て
い
る
。
し
か

し
ホ
ア
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ン
裁
判

長
が
量
刑
を
決
め
る
に
あ
た

り
、
２
０
１
６
年
の
選
挙
と
の

関
係
を
踏
ま
え
た
業
務
記
録
改

ざ
ん
の
重
大
性
を
考
慮
す
る
の

で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
刑
事
事
件
で

有
罪
評
決
を
受
け
た
、
米
国
史

上
初
の
大
統
領
経
験
者
と
な
っ

た
が
、
米
国
の
憲
法
の
大
統
領

選
の
立
候
補
の
条
件
に
犯
罪
歴

に
よ
る
制
限
は
な
く
、
有
罪
に

な
っ
て
も
出
馬
で
き
る
こ
と
か

ら
11
月
の
大
統
領
選
に
向
け
て

立
候
補
は
継
続
す
る
。
ト
ラ
ン

プ
氏
と
バ
イ
デ
ン
氏
が
合
意
し

た
６
月
27
日
開
催
の
第
1
回
大

統
領
候
補
者
討
論
会
も
予
定
通

り
行
わ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。

　

事
実
上
の
一
騎
打
ち
と
な
る

11
月
の
大
統
領
選
に
向
け
て
、

ト
ラ
ン
プ
氏
と
バ
イ
デ
ン
氏
の

支
持
率
は
拮
抗
し
て
い
る
。
リ

ア
ル
ク
リ
ア
ポ
リ
テ
ッ
ク
ス
が

算
出
し
て
い
る
５
月
10
日
か
ら

31
日
ま
で
の
９
つ
の
世
論
調
査

平
均
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
46
・

９
％
、
バ
イ
デ
ン
46
・
３
％
で

そ
の
差
０
・
６
％
。
ケ
ネ
デ
ィ
、

ス
タ
イ
ン
、
ウ
エ
ス
ト
候
補
を

入
れ
た
場
合
で
ト
ラ
ン
プ
41
・

９
％
、
バ
イ
デ
ン
39
・
７
％
と

そ
の
差
２
・
２
％
。
評
決
前
の

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
世
論
調
査
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
支
持
者
の
う
ち
有
罪
で

あ
れ
ば
４
％
が
支
持
を
や
め

る
、
16
％
が
考
え
る
と
回
答
し

て
お
り
、
裁
判
が
与
え
る
影
響

は
無
視
で
き
な
い
状
況
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
す
る
ダ
メ

ー
ジ
は
大
き
い
と
見
ら
れ
る
も

の
の
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
よ
れ

ば
評
決
か
ら
の
24
時
間
で
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
小
口
献
金
が

５
２
８
０
万
ド
ル（
約
83
億
円
）

に
達
し
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の

３
分
の
１
が
新
規
参
加
者
だ
と

い
う
。
有
罪
評
決
が
支
持
者
の

結
束
を
強
め
て
い
る
格
好
だ
。

　
　

軽
犯
罪
か
重
犯
罪
か

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
１
６
年

大
統
領
選
挙
期
間
中
、
当
時
の

顧
問
弁
護
士
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ー

エ
ン
氏
（
２
０
１
８
年
に
税
法

違
反
や
詐
欺
、
選
挙
資
金
法
違

反
な
ど
で
有
罪
と
な
り
３
年
間

服
役
。
刑
期
は
終
了
）
を
介
し

て
ポ
ル
ノ
女
優
の
ス
ト
ー
ミ

ー
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
氏
に
不
倫
の

口
止
め
料
と
し
て
13
万
ド
ル
を

支
払
っ
た
。
口
止
め
料
だ
っ
た

こ
と
を
隠
す
た
め
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
業
務
記
録
の
改
ざ
ん
を
承

認
し
た
と
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
法
で
は
口
止
め
料
自
体

は
違
法
で
は
な
く
、
ま
た
業
務

記
録
の
改
ざ
ん
は
「
軽
犯
罪
」

に
過
ぎ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
罰
金

刑
止
ま
り
。　

法
律
専
門
家
か

ら
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
抱
え
る
４

つ
の
裁
判
の
な
か
で
も
、
重
罪

と
す
る
に
は
「
無
理
筋
」
と
の

声
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。「
進

歩
派
」
を
自
認
す
る
ボ
ス
ト
ン

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ジ
ェ

ド
・
シ
ュ
ガ
ー
マ
ン
教
授
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
４

月
23
日
に
寄
稿
し
た
一
文
で
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
判
例
に

は
、
一
般
市
民
を
欺
い
た
と
い

う
解
釈
を
認
め
た
例
は
な
い
」

と
指
摘
、「
こ
の
よ
う
な
広
範

な
『
選
挙
干
渉
』
理
論
は
前
例

が
な
い
」
な
ど
と
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

ト
ラ
ン
プ
氏
有
罪
の
背
景
と
影
響

大
統
領
選
前
提
の
評
決

https://www.restaurantnippon.com/
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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人
気
漫
画
「
進
撃
の
巨

人
」
を
舞
台
化
し
た
「
進
撃

の
巨
人 -
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

-

（ATTACK on TITAN: The 
Musical

）」
が
、
10
月
11
日

（
金
）
か
ら
13
日
（
日
）
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
西
55
丁
目
１
３
１
番

地
）
で
上
演
さ
れ
る
。
同
作
は

２
０
０
９
年
〜
21
年
ま
で
「
別

冊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」（
講
談
社
）

で
連
載
さ
れ
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
累

計
発
行
部
数
１
億
４
０
０
０
万

部
を
突
破
し
た
大
人
気
漫
画
。

　

昨
年
１
月
に
大
阪
・
東
京
に

て
上
演
さ
れ
た
際
に
は
、
漫
画

の
中
か
ら
出
て
き
た
よ
う
な
ビ

ジ
ュ
ア
ル
の
完
成
度
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
話
題
を
呼
び
、
最
新
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
や
ギ
ミ
ッ
ク
と
ア
ナ

ロ
グ
な
演
劇
的
手
法
が
融
合
し

た
舞
台
演
出
、
舞
台
上
に
出
現

す
る
巨
人
の
圧
倒
的
な
存
在
感

や
、
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
ア
ク
シ

ョ
ン
を
交
え
た
多
彩
な
表
現
な

ど
、
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

か
ら
初
日
開
幕
後
に
口
コ
ミ
が

広
が
り
、
満
員
御
礼
で
千
秋
楽

を
迎
え
た
。
日
本
初
演
に
引
き

続
き
植
木
豪
が
演
出
を
手
掛

け
、
エ
レ
ン
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
役

を
岡
宮
来
夢
、
ミ
カ
サ
・
ア
ッ

カ
ー
マ
ン
役
を
高
月
彩
良
、
ア

ル
ミ
ン
・
ア
ル
レ
ル
ト
役
を
小

西
詠
斗
、
リ
ヴ
ァ
イ
役
を
松
田

凌
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
役

を
大
野
拓
朗
が
務
め
る
。
Ｎ
Ｙ

公
演
で
は
、
ジ
ャ
ン
・
キ
ル
シ

ュ
タ
イ
ン
役
を
松
田
昇
大
、
コ

ニ
ー
・
ス
プ
リ
ン
ガ
ー
役
を
高

橋
祐
理
が
新
た
に
演
じ
る
。

原
作
の
諫
山
創
氏
よ
り
コ
メ
ン

ト
：
東
京
公
演
を
見
た
時
、
舞

台
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
表

現
方
法
が
『
進
撃
の
巨
人
』
と

い
う
作
品
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思

い
ま
し
た
。
演
者
さ
ん
の
ア
ク

シ
ョ
ン
と
歌
が
、
原
作
と
も
ア

ニ
メ
と
も
一
味
違
う
新
し
い

『
進
撃
の
巨
人
』
に
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し

い
舞
台
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
早
く
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
公
演
開
始
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
55
ド
ル
〜
。
チ

ケ
ッ
ト
は
６
月
３
日
正
午
よ

り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

attackontitan-themusical.
com/

に
て
発
売
開
始
。

チ
ケ
ッ
ト

発
売
開
始

「
進
撃
の
巨
人
」

10
月
に
Ｎ
Ｙ
で
上
演

　

殺
陣
波
濤
流
Ｎ
Ｙ
道
場
（
香

純
恭
代
表
）
は
29
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
創
立
10
周
年

記
念
公
演
と
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
す
る
。
当
日
は
、
生

徒
達
に
よ
る
殺
陣
と
技
斗
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
武
発
表
を
は

じ
め
、
俳
優
陣
に
よ
る
映
像
と

舞
台
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
香

純
の
書
き
下
ろ
し
脚
本
舞
台
・

ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
高
校
生
の
放

課
後
を
舞
台
に
、
掃
除
用
具
で

戦
う
。
普
段
生
で
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
殺

陣
や
痛
快
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
舞

台
の
後
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
パ
ー

テ
ィ
で
シ
ェ
フAbe 

を
筆
頭

に
し
た
シ
ェ
フ
達
の
パ
ー
テ
ィ

メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
。
今
回

豪
華
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
迎

え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
す

る
。
入
場
料
は
87
ド
ル
21
セ

ン
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
情
報
と
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.tate-hatoryuny.com

殺
陣
波
濤
流
Ｎ
Ｙ
道
場

創
立
10
周
年
記
念
公
演

Photo I.K
/AM
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https://www.nipponclub.org/
mailto:info@cosumeproud.com
https://www.kitchoan.com/grand-opening/
https://attackontitan-themusical
https://attackontitan-themusical
https://attackontitan-themusical
https://www.tate-hatoryuny.com
https://www.tate-hatoryuny.com
https://www.tate-hatoryuny.com
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ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
、
刑
事
裁
判
で

有
罪
と
な
っ
た
。
本

件
を
め
ぐ
り
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
、
Ｘ
を
は

じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
一
部
政
治

家
等
に
よ
り
、

様
々
な
思
惑
で

話
が
脚
色
さ

れ
、
無
責
任
な

情
報
が
世
界
中

を
駆
け
巡
っ
て

い
る
。
日
米
の
大
手
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
報
道
も
、
11

月
の
大
統
領
選
を
意
識
し

た
も
の
な
の
だ
ろ
う
が
、

歯
切
れ
が
極
め
て
悪
い
も

の
や
、
視
聴
者
を
ミ
ス
リ

ー
ド
す
る
よ
う
な
内
容
が

少
な
く
な
い
。
某
ケ
ー
ブ

ル
局
に
所
属
す
る
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
一
人
が
報
道

番
組
に
出
演
し
、
本
件
に

関
し
て
素
知
ら
ぬ
顔
で
嘘

を
並
べ
て
い
た
。
そ
の
事

実
に
つ
い
て
別
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
が
「
よ
く
局
か

ら
金
を
貰
っ
て
、
こ
ん
な

嘘
が
並
べ
ら
れ
る
な
」
と

厳
し
い
言
葉
で
指
摘
す
る

と
、
司
会
者
が
慌
て
て
中
に
入

り
収
拾
を
図
ろ
う
す
る
場
面
が

あ
っ
た
。
こ
の
光
景
は
米
国
の

伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
の
堕
落
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

事
実
の
報
道
よ
り
も
経
営
上
の

都
合
や
視
聴
率
、
ク
リ
ッ
ク
バ

イ
ト
だ
け
を
重
視
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
大
手
メ
デ
ィ

ア
、
各
ユ
ー
ザ
ー
の
欲
し
が
る

情
報
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
だ
け
に

基
づ
い
て
垂
れ
流
す
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

多
忙
な
日
常
の
中
で
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ン
だ
け
を
追
い
か
け
、
全
て

が
分
か
っ
て
い
る
気
に
な
っ
て

い
る
、
私
も
含
め
た
情
報
の
受

信
者
達
。
そ
れ
ら
全
て
が
現
代

社
会
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
行
け
ば
、
い
ず
れ
私
達
の

住
む
こ
の
世
界
は
、
事
実
や
法

は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
情
報

戦
争
に
勝
利
し
た
も
の

が
、
力
で
社
会
を
牛
耳
る

恐
ろ
し
い
時
代
が
来
る
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
避

け
る
に
は
、
私
達
は
何
を

す
べ
き
な
の
か
。
ま
ず
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
の
よ
う
な
、
楽
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
「
プ
ッ
シ

ュ
型
」
情
報
へ
の
依
存
度

を
意
識
し
て
減
ら
し
て
い

く
こ
と
だ
。
与
え
ら
れ
る

情
報
を
消
化
す
る
の
で
は

な
く
、
自
ら
情
報
を
見
極

め
る
「
プ
ル
型
」
の
情
報

収
集
を
意
識
す
る
。
プ
ッ

シ
ュ
さ
れ
て
く
る
情
報
に

つ
い
て
も
、
派
手
な
見
出

し
の
記
事
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

ま
ず
信
憑
性
を
疑
う
。
無

責
任
に
情
報
を
拡
散
し
な

い
。
そ
う
い
っ
た
事
が

日
々
積
み
重
な
っ
て

い
け
ば
、
い
ず
れ
汚

れ
た
情
報
は
組
織
ご
と
淘

汰
さ
れ
、風
通
し
の
良
い
、

良
き
社
会
を
取
り
戻
す
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
る
の

は
子
供
じ
み
た
妄
想
だ
ろ

う
か
？

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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汚れた情報社会で生き残るために、すべきこと。

　

日
本
へ
の
訪
日
外
国
人
（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
）
観
光
客
の
数
は
、

既
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
ペ
ー
ス
を

上
回
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年

に
入
っ
て
３
月
に
は
、
初
め

て
単
月
で
３
０
０
万
人
の
大

台
に
乗
せ
、
４
月
も
こ
れ
に

続
い
て
い
る
。
こ
の
勢
い
だ

と
、
２
０
２
４
年
は
年
間
で

３
５
０
０
万
人
前
後
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
新

記
録
で
あ
る
。
岸
田
総
理
は

２
０
３
０
年
に
は
訪
日
６
千
万

人
を
目
指
す
と
豪
語
し
て
い
る

が
、
今
の
ま
ま
で
拡
大
が
続
け

ば
達
成
は
視
野
に
入
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
羽
田
、
成

田
、
関
空
だ
け
で
な
く
地
方
空

港
発
着
便
の
充
実
が
必
要
だ
。

ま
た
、
一
部
地
域
に
集
中
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
他
の
地
域
へ

と
分
散
す
る
体
制
も
求
め
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
東
北
、
中

四
国
な
ど
の
観
光
開
発
は
急
務

だ
。
ま
た
、
全
国
的
に
富
裕
層

向
け
の
宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の

た
め
に
は
宿
泊
や
料
飲
部
門
で

の
高
付
加
価
値
創
出
ノ
ウ
ハ
ウ

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
駅
や
街
路
に
あ
ふ
れ
る
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
問
題
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
実
務
的
な
課
題
に

加
え
て
、こ
の
春
先
頃
か
ら「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」つ
ま
り
、

過
度
の
観
光
化
に
よ
る
弊
害
へ

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。
勿

論
、
そ
の
多
く
は
実
務
的
に
解

決
す
べ
き
で
あ
る
し
、
解
決
可

能
な
問
題
だ
。
例
え
ば
観
光
バ

ス
の
路
駐
が
迷
惑
と
い
う
批
判

に
は
、
駐
車
場
の
拡
大
や
誘
導

で
解
決
す
べ
き
だ
。
ゴ
ミ
公
害

へ
の
批
判
も
多
い
が
、
化
学
兵

器
テ
ロ
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
世

界
基
準
か
ら
す
る
と
異
常
な
ま

で
に
ゴ
ミ
箱
を
減
ら
し
た
政
策

を
修
正
す
べ
き
時
期
が
来
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

問
題
は
、
実
務
的
な
対
応
で

は
済
ま
な
い
、
い
わ
ば
「
文
化

摩
擦
」
が
起
き
始
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
大
規

模
で
は
な
い
も
の
の
、
一
部
で

深
刻
な
被
害
が
出
て
い
る
問
題

と
し
て
「
路
上
飲
み
」
問
題
が

あ
る
。
特
に
昨
年
、
２
０
２
３

年
の
後
半
に
東
京
の
渋
谷
で
発

生
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
た
。

原
因
は
、
深
刻
な
誤
解
か
ら
来

て
い
る
。
欧
米
で
は
、
公
共
の

場
所
に
お
け
る
飲
酒
は
違
法
行

為
と
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
ら

れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
も
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
、
公
共
の

場
で
酩
酊
状
態
と
み
な
さ
れ
れ

ば
即
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
路
上
飲
み
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
が「
当
た
り
前
」

と
い
う
感
覚
が
あ
る
。

　

そ
の
束
縛
感
を
前
提
と
す
る

と
、
日
本
の
場
合
は
「
お
花
見

の
宴
会
」
な
ど
の
習
慣
が
あ
る

な
ど
「
ど
う
も
違
う
」
と
い
う

こ
と
が
興
味
を
喚
起
し
て
し
ま

う
よ
う
だ
。
そ
の
上
で
調
べ
て

み
る
と
、
日
本
の
場
合
は
公
共

の
場
で
の
飲
酒
は
違
法
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
更
に
は
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
は
安
く
酒
が
手

に
入
る
こ
と
を
知
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
実
行
に
進
む
連
中

が
出
て
く
る
中
で
、「
日
本
で

は
路
上
飲
み
が
楽
し
め
る
」
的

な
勝
手
な
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡

散
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
渋
谷
で
は
深
刻
な
被

害
が
起
き
、
最
終
的
に
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
禁
止
に
ま
で
至
っ
た
。

と
に
か
く
、
公
共
の
場
で
の
集

団
飲
酒
と
い
う
の
は
、
完
全
に

マ
ナ
ー
違
反
だ
と
い
う
こ
と
を

徹
底
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
春
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
た
の
は
富
士
山
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
問
題
で
あ
る
。
例
え

ば
、
車
道
の
反
対
側
か
ら
撮
影

す
る
と
、
青
い
デ
ザ
イ
ン
の
平

屋
の
コ
ン
ビ
ニ
の
上
に
富
士
山

が
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

場
所
が
人
気
化
し
た
。
こ
れ
と

は
別
に
、
富
士
山
に
向
か
っ
て

真
っ
す
ぐ
に
延
び
る
通
り
沿
い

の
商
店
街
の
看
板
な
ど
が
「
昭

和
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
」
だ
と

し
て
、
人
気
と
な
っ
た
例
も
あ

る
。両
者
の
共
通
点
と
し
て
は
、

交
差
点
内
で
立
ち
止
ま
っ
た

り
、
車
道
を
渡
っ
た
り
す
る
危

険
行
為
が
横
行
し
た
こ
と
だ
。

こ
の
た
め
に
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は

富
士
山
の
「
目
隠
し
」
と
い
う

対
策
に
追
い
込
ま
れ
た
し
、
交

差
点
の
場
合
は
警
備
員
が
配
置

さ
れ
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
日
本
国

内
の
報
道
で
は
「
迷
惑
行
為
の

横
行
」
と
手
厳
し
い
。
ま
た
肝

心
の
コ
ン
ビ
ニ
本
社
が
「
目
隠

し
」
措
置
で
ブ
ラ
ン
ド
が
毀
損

さ
れ
る
と
は
判
断
し
て
い
な
い

よ
う
に
、
国
内
世
論
は
「
目
隠

し
」
対
策
は
仕
方
が
な
い
と
い

う
意
見
が
大
勢
の
よ
う
だ
。
だ

が
、
こ
こ
に
も
文
化
の
違
い
か

ら
来
る
誤
解
が
あ
る
。
日
本
だ

け
で
な
く
、
韓
国
で
も
中
国
で

も
そ
う
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
で
は

基
本
的
に
歩
行
者
の
車
道
横
断

や
信
号
無
視
は
違
法
行
為
と
し

て
社
会
的
に
は
白
い
目
で
見
ら

れ
る
。
だ
が
、
欧
米
、
特
に
ア

メ
リ
カ
で
は
こ
の
感
覚
は
大
変

に
希
薄
だ
。
そ
れ
こ
そ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
場
合
は
、
歩
行
者
が

信
号
を
守
ら
な
い
「
ジ
ェ
イ
ウ

ォ
ー
ク
」
が
名
物
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
歩
行
者
で
あ

っ
て
も
自
分
が
世
界
の
中
心
で

あ
り
、
利
便
性
で
譲
歩
す
る
気

は
更
々
な
い
と
い
う
個
人
主
義

が
あ
る
。
そ
し
て
事
故
が
起
き

た
ら
自
己
責
任
と
い
う
理
解
に

加
え
て
、
歩
行
者
と
自
動
車
は

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
身
振
り
手

振
り
な
ど
当
事
者
間
の
信
頼
関

係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
感
覚

が
あ
る
。

　

要
す
る
に
自
動
車
専
用
の
分

離
帯
の
あ
る
高
速
道
路
で
も

な
い
限
り
、「
絶
景
を
撮
影
す

る
」
と
い
う
「
正
当
な
」
目
的

の
た
め
な
ら
堂
々
と
車
道
を
横

断
す
る
し
、
交
差
点
内
で
も
撮

影
し
て
も
全
く
何
の
反
省
も
な

い
し
、
ま
た
理
解
さ
れ
る
と
思

っ
て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
る

の
な
ら
、
規
範
に
従
属
す
る
こ

と
で
解
決
す
る
種
類
の
問
題
で

は
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
も
全
く
の
誤
解
で
あ
り
、

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
に
関
し
て

は
政
府
な
ど
の
公
式
サ
イ
ト
で

徹
底
す
る
な
ど
周
知
に
務
め
る

べ
き
だ
。
ル
ー
ル
を
広
め
な
い

で
一
方
的
に
迷
惑
行
為
を
す
る

「
な
ら
ず
者
」
扱
い
を
す
る
よ

う
だ
と
、
か
え
っ
て
反
発
を
招

く
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
絶
望
的

な
ま
で
に
製
造
業
を
空
洞
化
し

金
融
や
テ
ッ
ク
の
競
争
力
で
遅

れ
を
取
る
日
本
は
、
当
面
は
観

光
業
で
稼
ぐ
し
か
な
い
。
悔
し

い
し
、
怒
り
も
感
じ
る
が
こ
の

事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
訪
日

客
の
消
費
は
既
に
年
５
兆
円
規

模
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
％
を
担
う
に

至
っ
て
お
り
、
政
府
に
は
こ
れ

を
３
倍
増
さ
せ
る
計
画
も
あ

る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
反

対
な
ど
と
言
っ
て
い
る
余
裕
は

日
本
経
済
に
は
な
い
中
で
は
、

問
題
は
一
つ
一
つ
潰
し
て
い
く

し
か
な
さ
そ
う
だ
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

批
判
と
文
化
摩
擦

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ

ー
カ
ー
理
事
長
）
は
２
０
２
４

年
度
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
ナ
ー

／
授
賞
式
を
13
日
午
後
６
時
30

分
か
ら
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。
Ｊ
Ｓ
の

ア
ニ
ュ
ア
ル
デ
ィ
ナ
ー
／
授
賞

式
で
は
、
例
年
ビ
ジ
ネ
ス
、
外

交
、
文
化
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
著
名
な
ゲ
ス
ト
、
法
人
会
員

と
個
人
会
員
そ
し
て
、
日
米
関

係
に
と
っ
て
重
要
な
著
名
人
な

ど
、
７
０
０
人
以
上
の
ゲ
ス
ト

が
集
ま
る
。
今
年
の
基
調
講
演

で
は
ア
ー
ビ
ン
ド
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
氏
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
最
高
経
営
責
任

者
）
と
小
池
淳
義
氏
（
ラ
ピ
ダ

ス
代
表
取
締
役
社
長
）
が
、
最

先
端
半
導
体
技
術
に
お
け
る
Ｉ

Ｂ
Ｍ
と
ラ
ピ
ダ
ス
の
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
日
米
関
係

へ
の
広
範
な
影
響
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
文
脈
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
将
来
に
つ
い
て
講
演
す

る
。
基
調
講
演
モ
デ
レ
ー
タ
ー

は
メ
リ
ッ
ト
・
ジ
ェ
イ
ノ
ー

氏 (

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国
際
公

共
政
策
大
学
院
名
誉
学
長
、
国

際
経
済
法
・
国
際
問
題
実
践
学

教
授
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
理
事
会
会
長)

。　

　

本
年
度
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
賞
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ラ
・
モ
ン
ロ
ー
氏
（
グ
ッ
ゲ
ン

ハ
イ
ム
美
術
館
グ
ロ
ー
バ
ル
美

術
上
級
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
に
贈

ら
れ
る
。
司
会
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
俳
優
の
由
水
南
さ
ん
が
務

め
る
。
収
益
金
は
Ｊ
Ｓ
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
役
立
て

ら
れ
、
日
米
相
互
理
解
の
促
進

や
、
す
ぐ
れ
た
次
世
代
ク
リ
エ

ー
タ
ー
の
支
援
を
目
指
す
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ヤ
ン
グ
ピ
ー

プ
ル
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
・
オ
ブ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
。

Ｊ
Ｓ
年
次
晩
さ
ん
会

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
モ
ン
ロ
ー
氏
を
表
彰

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
、NYC 

Cooling Assistance

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。
対
象
と
な
る
世
帯
へ
の
冷

房
機
（
エ
ア
コ
ン
及
び
扇
風

機
）
の
購
入
お
よ
び
設
置
費

用
を
援
助
す
る
も
の
で
、
申

請
は
４
月
15
日
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
場

合
、
一
世
帯
に
対
し
て
１
台
の

エ
ア
コ
ン
ま
た
は
扇
風
機
が
支

給
さ
れ
る
。
費
用
の
上
限
は

設
置
費
も
含
め
て
１
０
０
０

ド
ル
。
こ
の
補
助
の
資
格
が

あ
る
か
ど
う
か
はhttps://

access.nyc.gov/programs/
cooling-assistance-
benefit/#determine-your-
eligibility

を
参
照
す
る
。
電

話
２
１
２
・４
４
２
・１
５
４
１

（
内
線
１
） 

、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルInfo@jassi.org

ま
で
。

訂
正　

本
紙
６
月
１
日
号
５
面

の
日
系
人
の
墓
参
会
記
事
中
、

１
９
１
４
年
に
高
峰
譲
吉
博
士

を
会
長
と
し
、
高
見
博
士
を
副

会
長
に
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
が
設
立

さ
れ
た
と
あ
る
の
は
紐
育
日
本

人
会
が
設
立
さ
れ
た
の
誤
り
で

し
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
弁
護
団
は
陪

審
裁
判
を
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
区
で
行
う
こ
と
を
希
望
し
た

が
却
下
さ
れ
、
予
定
通
り
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
区
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
選
ば
れ
た
12
人
の
陪

審
員
が
審
理
し
た
。
評
決
は
全

員
一
致
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、

一
人
で
も
反
対
す
る
と
陪
審
裁

判
や
り
直
し
だ
が
、
12
人
全
員

が
有
罪
と
認
め
た
。

　
有
罪
評
決
を
受
け
、
ボ
ス
ト

ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ジ
ェ

ド
・
シ
ュ
ガ
ー
マ
ン
教
授
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
４

月
23
日
に
寄
稿
し
た
一
文
で
、

は
、﹁
今
回
の
裁
判
で
は
選
挙

詐
欺
の
側
面
は
政
治
的
効
果
の

た
め
に
誇
張
さ
れ
て
い
た
﹂
と

し
た
上
で
、﹁
重
罪
で
の
起
訴

に
値
す
る
根
本
的
な
犯
罪
は
、

つ
い
に
明
確
に
さ
れ
な
か
っ

た
﹂と
指
摘
。﹁
検
察
の
勝
利
は
、

突
き
詰
め
れ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
寄

り
の
司
法
管
轄
区
で
裁
判
を
起

こ
し
、
有
利
な
陪
審
員
を
選
ん

だ
こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
ら
れ

る
﹂
と
述
べ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
側
は
控
訴
す
る

の
は
確
実
で
裁
判
は
11
月
の
大

統
領
選
後
も
続
く
見
通
し
。
州

最
高
裁
ま
で
い
く
も
の
と
見
ら

れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
盟
友
で

弁
護
士
出
身
の
共
和
党
の
マ
イ

ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
連
邦
下
院
議

長
は
、
最
終
的
に
連
邦
最
高
裁

が
評
決
を
覆
す
だ
ろ
う
と
の
見

方
を
示
し
て
い
る
。

夏
場
に
向
け
て
実
施

冷
房
器
具
購
入
支
援

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

州
最
高
裁
が
最
終
判
断
か

ト
ラ
ン
プ
氏
の
有
罪
評
決

楽しい
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刊
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生
活
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（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）6月 8日（土）

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840-6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

第
54
回
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金

新
大
学
生
14
人
に
授
与

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第103回例会／令和6年6月例会
※例会の日程が変更になりました
開催日：令和6年6月27日 (木)
会場：日系人会ホール (49 West 45th Street, 5th 
Floor, New York, NY 10036）
演題：日本は侵略国家であったのか　
－満州進出から支那事変への経緯と、
和平交渉不調の背景を振り返る－
開場：17:45 (講演開始まで軽食を用意)
時間：18:30 ～20：30　
講師：高崎康裕 (会長)
会費：一般会費30ドル (会員20ドル) 初回参加無料

日本は満州事変から支那事変を経て、中国大陸
での泥沼の抗争に引き込まれ、それが結果とし
て日米開戦にまで繋がっていった。ただその経
緯を振り返ると、日本は「侵略の意図をもって
中国大陸に進出したものではない」ことが明ら
かになってくる。今回は「日本は侵略国家で
あった」という戦後定着した非難が果たして正
しかったのかどうかを改めて考えてみる。
【問い合わせ】
Eメール：rekishikenkyuny@gmail.com

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

小
林
さ
や
か
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
５
０
０
回
以
上
の
講
演
に

招
か
れ
て
体
験
談
を
語
っ
て
い

る
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
で
２
年
間
過
ご
し
て
感
じ
る

こ
と
は
、
日
本
の
若
者
が
、
自

分
に
自
信
を
持
て
な
い
社
会
に

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
教
師
も

親
も
生
徒
や
自
分
の
子
供
を
、

謙
遜
し
た
つ
も
り
で
人
前
で
他

人
に
卑
下
し
て
話
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
れ

ほ
ど
子
供
の
心
を
傷
つ
け
る
か

大
人
は
知
る
べ
き
だ
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
真
逆
で
誰
も
が
自
信

に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

　

大
学
院
の
幸
福
心
理
学

(Positive Psychology)

と
い

う
授
業
で
、「
人
の
幸
せ
」に
は
、

2
種
類
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

ひ
と
つ
は
、
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ(Hedonic 

Well-being)

と
言
わ
れ
る
も

の
で
、こ
れ
は
「
う
れ
し
い
！
」

「
楽
し
い
！
」
な
ど
の
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
感
情
が
多
く
、
不
快
感

や
苦
痛
が
少
な
い
状
態
の
こ
と

を
言
う
。
例
え
ば
、
ハ
ワ
イ
の

ビ
ー
チ
で
カ
ク
テ
ル
を
飲
み
な

が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
る
状
態

だ
。
し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
哲
学
者
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
「
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
だ
け
で
は
、
人

は
持
続
的
な
深
い
幸
福
感
は
得

ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

飽
き
て
し
ま
う
の
だ
。

　

む
し
ろ
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア

(

良
い
魂)

こ
そ
が
、
最
高

の
幸
せ
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
と
し
、
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ

ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

(Eudaimonic Well-being)

、

と
い
う
意
味
や
目
的
の
あ
る
生

き
方
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
し

な
が
ら
、
自
己
成
長
や
自
己
実

現
を
通
し
て
得
ら
れ
る
幸
福
感

が
な
い
と
、
人
間
は
本
当
の
意

味
で
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
だ
と
言
う
。
私
は
留

学
に
挑
戦
し
て
、
本
当
に
良
か

っ
た
。
人
生
を
変
え
る
決
断
を

し
た
過
去
の
自
分
と
、
後
押
し

し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
卒
業
式

で
学
長
が
言
い
ま
し
た
。「
こ

れ
が
君
た
ち
の
始
ま
り
だ
。
さ

あ
、
世
界
を
変
え
る
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
な
さ
い
」
と
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
自
分
の
人
生
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ビ
リ
ギ
ャ
ル
」
の
本
家
本
元

小
林
さ
や
か
さ
ん
が
講
演

「
勉
強
で
世
界
開
け
た
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
第
54
回
奨
学
金

授
与
式
が
５
月
31
日
ハ
ー
バ
ー

ド
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
３
州
内
に

住
む
高
校
３
年
生
で
こ
の
秋
に

米
国
の
大
学
に
進
学
す
る
日
本

人
・
日
系
人
に
生
徒
14
人
に
総

額
７
万
８
０
０
０
ド
ル
と
２
枚

の
航
空
券
が
授
与
さ
れ
た
。
大

学
院
生
に
は
第
18
回
本
庄
奨
学

金
と
し
て
５
人
に
総
額
３
万
ド

ル
が
授
与
さ
れ
た
。
式
典
で
は

佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
遠
藤
彰
首
席
領
事

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

基
調
講
演
者
と
し
て
日
本
の

高
校
時
代
に
学
年
の
ビ
リ
か
ら

１
年
間
で
偏
差
値
を
40
上
げ
て

慶
應
義
塾
大
学
に
現
役
合
格

し
、
こ
の
夏
、
２
年
間
留
学
し

た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
を

オ
ー
ル
Ａ
で
修
了
し
た
小
林
さ

や
か
さ
ん
が
、
勉
強
す
る
こ
と

で
得
る
人
生
の
喜
び
に
つ
い
て

講
演
し
た
。（
講
演
要
旨
別
項
） 　

第
54
回
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
（
総

額
７
万
７
０
０
０
ド
ル
）
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

　
（
１
）
村
瀬
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞

（
１
万
２
０
０
０
ド
ル
と
全
日

空
の
日
米
往
復
航
空
券
）
レ
イ

ア
・
リ
ー
さ
ん
（
バ
ー
ゲ
ン
郡

ア
カ
デ
ミ
ー
）ブ
ラ
ウ
ン
大
学
。

（
２
）
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
賞
（
１
万
ド

ル
）
ジ
ェ
ー
ン
・
ミ
ツ
コ
・
ロ

ビ
ン
ソ
ン
さ
ん
（
ハ
ン
タ
ー
カ

レ
ッ
ジ
高
校
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
。（
３
）
カ
ク
タ
・
エ
リ
賞

（
８
０
０
０
ド
ル
）
ジ
ュ
リ
ア
・

ケ
イ
ト
リ
ン
・
ミ
ヤ
サ
カ
さ
ん

（
ダ
ル
ト
ン
ス
ク
ー
ル
）
ミ
シ

ガ
ン
大
学
。（
４
）
富
川
宗
次

博
士
賞
（
７
５
０
０
ド
ル
）
タ

イ
・
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
（
バ
ー
ゲ

ン
郡
ア
カ
デ
ミ
ー
）
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
。（
５
）
米
国
三
井
物

産
財
団
賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）

ア
ヤ
・
イ
ン
デ
ィ
ー
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
さ
ん
（
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ

イ
高
校
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
。

（
６
）
米
国
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
賞
（
５
０
０
０

ド
ル
）
ア
キ
・
デ
ン
ス
モ
ア
さ

ん
（
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
高
校
）
フ

ロ
リ
ダ
工
科
大
学
。（
７
）
江

見
啓
司
ロ
バ
ー
ト
医
学
博
士

賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）
ソ
ニ

ア
・
ポ
ロ
ッ
ク
さ
ん
（
ロ
ー
レ

ン
ス
高
校
）
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
）。（
８
）
一
戸
＆
堀
重
賞

（
５
０
０
０
ド
ル
）
エ
ミ
リ
ー
・

カ
ワ
カ
ミ
さ
ん
（
ジ
ェ
リ
コ
高

校
）
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
。

（
９
）
永
松
ジ
ョ
ー
ジ
医
学
博

士
＆
永
松
和
子
賞
（
５
０
０
０

ド
ル
）
ジ
ェ
イ
ク
・
ス
テ
ッ
ク

さ
ん
（
サ
ク
セ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
高
校
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立

大
学
。（
10 )

遊
馬
や
よ
い
メ

モ
リ
ア
ル
賞（
５
０
０
０
ド
ル
）

イ
ブ
・
カ
ミ
ド
イ
さ
ん
（
ノ
ー

ザ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ズ
地
区
高
校
）

ミ
シ
ガ
ン
大
学
。（
11
）
Ｎ
Ｈ

Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
メ
リ

カ
賞
（
３
０
０
０
ド
ル
）
マ
ー

チ
ン
・
バ
セ
ッ
ト
さ
ん
（
フ
ォ

ー
ト
・
リ
ー
高
校
）
ロ
チ
ェ
ス

タ
ー
工
科
大
学
。（
12
） 

西
宮

伸
一
大
使
賞
（
３
０
０
０
ド

　

第
18
回
本
庄
奨
学
金
受
賞
者

（
大
学
院
生
対
象
総
額
３
万
ド

ル
）
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

　
（
１
）
エ
レ
ノ
ア
・
レ
ノ
ー

さ
ん
（
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
大
学

院
）
７
０
０
０
ド
ル
。（
２
）

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ス
カ
ー
ク
さ

ん（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
）

７
０
０
０
ド
ル
。（
３
）
ク
レ

ル
）
マ
ヤ
・
ア
イ
ラ
・
マ
ッ
コ

ー
ス
カ
ー
さ
ん
（
ラ
ザ
フ
ォ

ー
ド
高
校
）
ミ
シ
ガ
ン
大
学
。

（
13
）
斉
藤
も
と
賞
（
２
５
０
０

ド
ル
）
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
コ
ジ

マ
さ
ん
（
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
セ
フ

高
校
）
テ
キ
サ
ス
大
学
。（
14
）

全
日
空
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル

賞
（
Ｊ
Ａ
Ａ
か
ら
１
０
０
０
ド

ル
と
日
本
往
復
航
空
券
）
ジ
ョ

セ
フ
・
サ
イ
ト
ウ
さ
ん
（
エ
ッ

ジ
モ
ン
ト
高
校
）
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
。以
上
14
人
。

ア
・
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
（
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
大
学
院
）
７
０
０
０

ド
ル
。（
４
）
ツ
グ
タ
・
ヤ
マ

シ
タ
さ
ん
（
コ
ー
ネ
ル
大
学
大

学
院
）
３
０
０
０
ド
ル
。（
５
）

デ
ィ
ー
ナ
・
ナ
ー
デ
ィ
ー
さ
ん

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
）

３
０
０
０
ド
ル
。
以
上
５
人
。

大
学
院
生
５
人
に
本
庄
奨
学
金

講演する小林さん

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://on-timelimo.com/
http://myriverside.net/home
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
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Ｉ
ー
94
は
非
移
民
ビ
ザ
保
持

者
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
米
国

税
関
、国
境
警
備
局（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）、

移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ

っ
て
発
行
さ
れ
る
Ｉ
ー
94
は
米

入
国
す
る
外
国
人
に
対
し
入
国

と
出
国
を
記
録
し
て
お
り
滞
在

資
格
と
滞
在
期
間
の
証
拠
に
な

り
ま
す
。
Ｉ
ー
94
の
内
容
を
理

解
し
て
定
期
的
に
有
効
期
限
を

確
認
す
る
こ
と
は
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

　

期
限
を
把
握
せ
ず
に
い
る
と

次
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
不
法
滞
在: 

滞
在
許
可
期
間

を
超
え
て
滞
在
す
る
と
「
不
法

滞
在
」
と
な
り
今
後
米
入
国
が

難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

・
ビ
ザ
無
効: 

滞
在
許
可
期
間

を
超
え
る
と
ビ
ザ
が
無
効
に
な

り
再
入
国
が
困
難
に
な
り
ま

す
。

・
雇
用
問
題: 

滞
在
許
可
期
間

を
超
え
る
と
不
法
就
労
に
な
り

就
労
ス
テ
ー
タ
ス
に
影
響
し
ま

す
。

・
ビ
ザ
却
下: 

滞
在
許
可
期
間

を
超
え
た
記
録
が
あ
る
と
ビ
ザ

条
件
を
遵
守
し
て
い
な
い
と
み

な
さ
れ
今
後
ビ
ザ
申
請
が
却
下

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｉ
ー
94
は
通
常
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
発
行
し
ま
す
。
そ
の
後
入

国
ご
と
に
新
し
い
Ｉ
ー
94
が
発

行
も
し
く
は
既
存
の
Ｉ
ー
94
が

更
新
さ
れ
ま
す
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
非
移
民
ビ
ザ

の
変
更
や
延
長
を
承
認
す
る
際

に
Ｉ
ー
７
９
７
Ａ
通
知
の
下
部

に
Ｉ
ー
94
を
発
行
し
ま
す
。
Ｉ

ー
７
９
７
Ａ
の
主
要
部
分
は
一

定
期
間
の
就
労
許
可
を
与
え
る

一
方
、
添
付
さ
れ
た
Ｉ
ー
94

は
10
日
間
の
猶
予
期
間
を
与

え
、
就
労
許
可
が
な
く
て
も
米

国
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
可
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
パ

ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
が
過
ぎ

て
も 

6 

か
月
間
有
効
と
認
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
雇

用
が
終
了
し
た
後
も
一
部
の
非

移
民
ビ
ザ
保
持
者
は
、
最
長
60

日
間
ま
た
は
Ｉ
ー
94
の
有
効
期

限
の
い
ず
れ
か
早
い
日
付
ま
で

米
国
滞
在
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
有
効
期
限
内
に
延
長
申
請
を

提
出
す
る
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
が
申

請
を
審
査
し
て
い
る
間
、
最
長

２
４
０
日
間
、
自
動
的
に
就
労

許
可
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｉ
ー
94
は
米
国

で
合
法
的
な
滞
在
ス
テ
ー
タ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で

す
。
Ｉ
ー
94
の
記
録
を
確
認
し

入
国
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
で

移
民
や
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
で
き
ま
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｉ
ー
94
に
つ
い
て

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

TEL&FAX 03-3226-3240

年
金
受
給
・
幸
せ
の
方
程
式
（
そ
の
１
）

　

日
本
の
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
加
入
期
間
を
合
計

し
て
10
年
以
上
な
い
と
、
原
則

と
し
て
年
金
の
受
給
資
格
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

実
は
日
本
の
年
金
の
受
給
資

格
は
２
０
１
７
年
ま
で
は
年
金

加
入
期
間
25
年
以
上
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
海
外
に
移
住
す
る

際
、
将
来
日
本
の
年
金
に
再
加

入
し
て
加
入
25
年
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
き
た
年
金
を
一
時
金

で
受
取
（
現
在
制
度
は
廃
止
）

ら
れ
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
時
代
は
変
わ
り
、
今

で
は
海
外
に
お
住
い
の
方
は
日

本
の
年
金
が
掛
け
捨
て
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
殆
ど
皆
無
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
少

し
で
も
無
年
金
者
を
減
ら
し
年

金
受
給
者
を
増
や
す
た
め
に

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
受
給
資

格
が
加
入
25
年
か
ら
10
年
に
短

縮
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
加
え
て

日
本
で
短
期
間
で
も
年
金
に
加

入
し
た
後
、
米
国
に
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
方
に
は
幸
せ
の
方
程
式

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
方
程
式
と
は
、「
日
本
の

年
金
加
入
期
間
」
＋
「
カ
ラ
期

間
」
＋
「
外
国
（
米
国
）
年
金

加
入
期
間
」
の
合
計
が
10
年
以

上
あ
れ
ば
日
本
の
年
金
の
受
給

資
格
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
注
意
点
は
、

（
１
）
こ
の
３
つ
の
期
間
は
重

複
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

米
国
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、

日
本
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い

た
期
間
は
計
算
上
「
日
本
の
年

金
加
入
期
間
」
に
含
ま
れ
、「
米

国
年
金
加
入
期
間
」
か
ら
除
か

れ
ま
す
。

（
２
）
年
金
額
は
あ
く
ま
で
も

「
日
本
の
年
金
加
入
期
間
」
つ

ま
り
主
に
実
際
に
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
た
分
だ
け
が
反
映
さ

れ
ま
す
。

（
３
）
遺
族
年
金
の
受
給
資
格

は
こ
れ
ま
で
通
り
加
入
25
年
が

必
要
で
す
。
で
す
か
ら
年
金
の

受
給
申
請
時
に
、
で
き
る
限
り

受
給
資
格
期
間
25
年
以
上
を
幸

せ
の
方
程
式
を
活
用
し
て
目
指

す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
米

国
滞
在
中
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
た
期
間
は
、
当
然
「
日

本
の
年
金
加
入
期
間
」
に
入
り

ま
す
。

（
４
）
カ
ラ
期
間
（
＝
合
算
対

象
期
間
）
と
は
日
本
国
籍
で
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
海
外
に
在
住

し
て
い
た
期
間
の
こ
と
で
、
年

金
額
に
は
反
映
し
な
い
と
い
う

意
味
で
カ
ラ
期
間
と
言
い
ま

す
。こ
の
カ
ラ
期
間
を
ま
ず「
日

本
の
年
金
加
入
期
間
」
に
加
算

し
て
受
給
資
格
の
有
無
が
算
定

さ
れ
ま
す
。
カ
ラ
期
間
の
証
明

方
法
で
一
番
簡
単
な
の
は
戸
籍

の
附
表
で
す
。
日
本
を
出
国
す

る
と
き
に
転
出
届
を
提
出
し
て

お
け
ば
そ
の
記
録
が
附
表
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。

　

附
票
に
転
出
時
点
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
出
入
国
在

留
管
理
庁
に
出
入
国
記
録
に
係

る
開
示
請
求
を
行
い
ま
す
。
こ

こ
で
注
意
す
る
点
は
、
日
本
年

金
機
構
は
カ
ラ
期
間
を
計
算
す

る
時
に
は
日
本
を
出
国
し
た
１

年
後
か
ら
カ
ウ
ン
ト
を
開
始
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
年
日

本
に
一
時
帰
国
し
て
い
る
と
カ

ラ
期
間
が
計
算
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

 

（
５
）「
外
国
年
金
加
入
期
間
」

で
す
。
日
本
で
は
社
会
保
障

協
定
が
２
０
０
０
年
2
月
ド

イ
ツ
を
皮
切
り
に
現
在
24
か

国
と
の
間
で
発
効
済
み
で
す(

２
０
２
４
年
4
月
１
日
現
在)

。

協
定
の
目
的
は
①
社
会
保
障
制

度
の
２
重
加
入
防
止
②
年
金
の

掛
け
捨
て
防
止
の
為
で
す
。
こ

の
掛
け
捨
て
防
止
策
と
は
、
お

互
い
の
国
の
年
金
加
入
期
間
を

年
金
受
給
資
格
算
定
上
、
期
間

通
算
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
年
金
を
受
給
し
易
く
し
て

掛
け
捨
て
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
滞
在
国

の
年
金
加
入
期
間
を
日
本
の
年

金
加
入
期
間
に
加
算
し
て
10
年

以
上
に
な
れ
ば
日
本
の
年
金
が

受
給
で
き
ま
す
。
逆
に
滞
在
国

の
年
金
加
入
期
間
に
日
本
の
年

金
加
入
期
間
を
加
算
し
て
滞
在

国
の
年
金
受
給
資
格
期
間
を
ク

リ
ア
ー
す
れ
ば
滞
在
国
の
年
金

も
受
給
で
き
ま
す
。
な
お
、
発

効
済
み
24
か
国
の
内
４
か
国（
英

国
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、
中
国
）

は
こ
の
期
間
通
算
の
適
用
外
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
具

体
例
と
し
て
米
国
の
場
合
を
次

回
の
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

　

日
本
ク
ラ
ブ
・
米
国
日
本
人

医
師
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
共
催
の

「
小
児
と
成
人
の
ア
レ
ル
ギ
ー
」

と
題
し
た
ヘ
ル
ス
・
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
が
、
11
日
（
火
）
午
後
７
時

か
ら
８
時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

昨
今
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
む
人

が
多
く
、
新
生
児
や
乳
幼
児
も

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
な
ど
で
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
を
受
診
す
る
数
が
増
え

て
い
る
。

　

今
回
は
こ
れ
ら
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
概
要
、
対
処
方
法
、
医

療
制
度
や
環
境
が
日
本
と
は
異

な
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
の
検

査
方
法
や
治
療
法
に
つ
い
て
も

比
較
し
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
か

ら
こ
そ
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

も
紹
介
す
る
。
講
師
は
小
川 

リ
ー
ル 

好
子
医
師
（Center 

for Allergy & Asthma of 
Texas CEO

）。
参
加
費
無
料

だ
が
要
事
前
登
録
。
申
し
込

み
・
詳
細
はhttps://www.

nipponclub.org/event/
allergies-in-children-and-
adult/?lang=ja

を
参
照
す
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
で
11
日

ヘ
ル
ス
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

　

日
本
ク
ラ
ブ
特
別
企
画
展

「
進
化
す
る
常
陸
国
の
お
雛
さ

ま
と
匠
の
技
展
」
が
28
日
（
金
）

か
ら
７
月
19
日
（
金
）
ま
で
、

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
７
階
）
に
て
開
催

さ
れ
る
。
か
つ
て
徳
川
家
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
、
多
く
の
職

人
た
ち
が
集
ま
っ
た
茨
城
県
の

旧
桂
村
（
現
城
里
町
）
で
生
ま

れ
た
「
桂
雛
（
か
つ
ら
び
な
）」

と
呼
ば
れ
る
雛
人
形
を
展
示
す

る
。「
桂
雛
」
の
３
代
目
・
小

佐
畑
孝
雄
氏
が
伝
統
を
守
り
つ

つ
も
芸
術
性
を
追
求
し
、
１
年

中
飾
れ
る
日
本
初
の
イ
ン
テ
リ

ア
・
ア
ー
ト
と
し
て
制
作
し
た

『Hina Doll

』。
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
「
結
城
紬
」
や
京
都
の
「
西

陣
織
」、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
レ
ー
ス
な
ど
を
纏
っ
た

『Hina Doll
』
を
展
示
し
、
セ

レ
モ
ニ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ

た
飾
り
方
を
紹
介
す
る
。

　

28
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
小
佐
畑
孝
雄
氏
が
ア

ー
ト
と
し
て
の
お
雛
さ
ま
と
イ

ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
に
つ

い
て
語
る
。

　

参
加
希
望
者
は
参
加
者
全

員
の
氏
名
を
記
名
し
、
件
名

に
「Hina Doll Opening 

Reception RSVP

」

と

書

い
て
Ｅ
メ
ー
ルgallery@

nipponclub.org

ま
で
申
し
込

む
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
入
場
は

無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/?lang=ja

を
参
照
す
る
。

桂雛の魅力を披露
日本クラブ特別企画展

28日から７月19日まで

https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
mailto:mattsan1234@gmail.com
mailto:okushu@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www
https://www
mailto:gallery@nipponclub.org
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
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マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
を
拠

点
と
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
ス
ト
ッ
プ
＆

シ
ョ
ッ
プ
の
親
会
社
ア
ホ
ー
ル

ド
・
デ
レ
ー
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、

売
上
高
が
低
迷
し
て
い
る
店
舗

を
閉
店
す
る
と
伝
え
た
。

　

同
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
の
ト
ラ
イ
ス
テ
ー

ト
を
含
む
北
東
部
５
州
で
約

４
０
０
店
舗
を
展
開
す
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
本
社
を
構
え
る

同
社
の
米
国
最
高
経
営
責
任
者

Ｊ
Ｊ
フ
リ
ー
マ
ン
氏
は
５
月
23

日
の
投
資
家
説
明
会
で
同
決
定

に
関
し
「
事
業
の
長
期
的
な
健

全
性
と
将
来
の
発
展
を
確
実
に

す
る
た
め
」
と
伝
え
た
。

　

ま
た
す
で
に
１
９
０
店
舗
以

上
を
改
築
し
「
大
き
な
価
値
、

素
晴
ら
し
い
買
い
物
の
時
間
を

提
供
す
る
た
め
に
、
店
舗
と
価

格
に
出
資
し
続
け
る
こ
と
を
約

束
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。
閉

店
の
店
舗
数
や
時
期
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

不
採
算
店
を
閉
店
に

ス
ト
ッ
プ
＆
シ
ョ
ッ
プ

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
東
京
発
の

ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
・
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「STUDIOUS 

TOKYO

」（
ハ
ワ
ー
ド
通
り

33
番
地
）
が
ソ
ー
ホ
ー
地
区

に
５
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。「from JAPAN to the 

WORLD

」
を
企
業
理
念
と

し
て
掲
げ
、
日
本
で
売
れ
て

い
る
ハ
イ
エ
ン
ド
な
メ
ン
ズ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
15
ブ
ラ
ン
ド

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
販
売
を

開
始
し
た
。
展
開
す
る
ブ

ラ
ン
ド
は
「SOPHNET.

」

「U
N

D
ER

C
O

V
ER

」 

「N.HOOLYWOOD

」 「White 
Mountaineering

」
な
ど
、
国

内
外
のSTUDIOUS TOKYO

既
存
店
舗
に
お
い
て
世
界
中
か

ら
来
店
す
る
顧
客
に
支
持
さ
れ

て
い
る
メ
ン
ズ
カ
ジ
ュ
ア
ル
を

並
べ
て
い
る
。
出
店
す
る
ソ
ー

ホ
ー
地
区
は
名
だ
た
る
メ
ゾ
ン

ブ
ラ
ン
ド
や
気
鋭
の
ブ
ラ
ン

ド
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
軒

を
連
ね
る
エ
リ
ア
。
同
店
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
田
中
肇
さ
ん

は
「
ト
レ
ン
ド
に
敏
感
な
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
が
集
ま
る
エ

リ
ア
で
、TOKYO

ブ
ラ
ン
ド

の
今
を
お
届
け
し
て
い
く
。
日

本
で
販
売
し
て
い
る
も
の
を
そ

の
ま
ま
持
っ
て
き
て
お
り
、
日

本
や
中
国
の
店
舗
を
訪
れ
た
こ

と
の
あ
る
顧
客
が
来
店
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
で
実
際
に
顧
客
が
ど

う
い
う
好
み
を
持
っ
て
い
る
の

か
を
見
極
め
な
が
ら
、
初
年
度

売
り
上
げ
２
億
円
程
度
で
黒
字

に
持
っ
て
行
き
た
い
」と
話
す
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
１
５
０
ド
ル
く

ら
い
か
ら
。
営
業
時
間
は
正
午

か
ら
午
後
８
時
。

ア
パ
レ
ル
セ
レ
ク
ト
店

Ｎ
Ｙ
ソ
ー
ホ
ー
に
出
店

TOKYOの今を売る
　

日
本
ク
ラ
ブ
は
５
月
29
日
、

年
次
総
会
及
び
特
別
理
事
会
を

開
催
し
、
本
年
度
の
役
員
を
選

出
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
の
新
役
員

は
、会
長
は
、上
野
佐
有
氏
（
米

国
三
井
物
産 

株
式
会
社
）、
副

会
長
は
、
山
本
明
氏
（
デ
ロ
イ

ト
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）、松
浦
修
司
氏
（
み

ず
ほ
銀
行
）、植
村
義
之
氏
（
ダ

イ
キ
ン
Ｕ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ

ン
）、
魚
返
大
輔
氏
（
東
京
海

上
ア
メ
リ
カ
）、
山
口
幸
一
氏

（
双
日
米
国
会
社
）、
柳
川
正
宏

氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
）。
ト
レ

ジ
ャ
ラ
ー
は
猪
又
正
大
氏
（
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
）、
セ
ク
レ
タ

リ
ー
は
村
瀬
悟
氏（
メ
イ
ヤ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
法
律
事
務
所
）。
事

務
所
長
は
前
田
正
明
氏
（
日
本

ク
ラ
ブ
）。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は

４
月
24
日
に
年
次
総
会
及
び

特
別
理
事
会
を
開
催
し
、
本
年

度
の
役
員
を
選
出
し
た
。
会
頭

は
、
河
手
哲
雄
氏 

（
北
米
三
菱

商
事
会
社
）、
副
会
頭
は
、
広

瀬
直
氏
（
丸
紅
米
国
会
社
）、

小
森
谷
正
敏
氏
（
株
式
会
社 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、
岡
本
慎

日
本
ク
ラ
ブ 

会
長
：
上
野　

佐
有
氏
（
米
国
三
井
物
産 

株
式
会
社
）

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所 

会

頭
： 

河
手
哲
雄
氏
（
北
米

三
菱
商
事
会
社
）

日
本
ク
ラ
ブ
会
長
に
上
野
氏

Ｎ
Ｙ
日
商
会
頭
に
河
手
氏

　

日
本
か
ら
赴
任
の
駐
在
員
お

よ
び
永
住
者
の
テ
ニ
ス
経
験
者

で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ズ
」
が
、
９
月

か
ら
始
ま
る
次
期
冬
季
屋
内
テ

ニ
ス
の
会
員
募
集
を
開
始
し

た
。
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
解

消
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
冬
季
は
ハ
リ
ソ
ン
（
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
）
の
ラ
イ
・

ラ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
屋
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
、
春
か
ら
は
近
郊
の

高
校
の
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

練
習
す
る
。
期
間
は
９
月
上
中

旬
か
ら
翌
年
４
月
中
下
旬
ま

で
。
時
間
は
毎
週
土
曜
午
後
３

時
か
ら
５
時
ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
ズ
は
、

30
年
以
上
の
歴
史
と
日
本
ク

ラ
ブ
が
毎
年
１
〜
３
月
に
主

催
す
る
テ
ニ
ス
大
会
で
輝
か

し
い
戦
歴
を
誇
っ
て
い
る
。

参
加
費
は
９
５
０
ド
ル
ほ

ど
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル　

mattsan1234@gmail.
com

（
松
下
さ
ん
）、
ま
た
は　

okushu@gmail.com

（
奥
村
）

さ
ん
ま
で
。

テニス仲間を募集
New Yorkers

ウエストチェスターの
屋内外コートで

東京の 15ブランドの前に立つマネージャーの田中さん
一
氏
（
日
本
生
命
保
険
相
互
会

社
）、
河
村
諭
氏
（
野
村
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ア
メ
リ
カ 
イ
ン

ク
）、
西
村
文
孝
氏
（
ソ
ニ
ー
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
）、熊
倉
俊
彦
氏
（
サ

ン
ト
リ
ー
ア
メ
リ
カ
）。

　

ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
は
池
野
明
彦

氏
（
米
国
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
）、
セ
ク
レ
タ
リ
ー
は
猪

又
正
大
氏
（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ

Ｐ
）。
事
務
所
長
は
前
田
正
明

氏
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工

会
議
所
）。

　クリケットの世界選手権である国際クリケッ
ト評議会（ＩＣＣ）男子Ｔ 20 ワールドカップ
が１日開幕し、３日にロングアイランドのアイ
ゼンハワー公園にあるナッソー郡国際クリケッ
ト・スタジアムで南アフリカとスリランカの試
合が行われた。同スタジアムでは 12 日までに
計８試合が行われる。日本ではあまりなじみの
ないクリケットだが、世界の競技人口は３億に
以上と言われ、テレビなどを通じた世界の視聴
者数はサッカーのワールドカップ（Ｗ杯）、夏
季オリンピックに次いでは３位とされている。
８日（土）オランダ対南アフリカ、９日（日）
インド対パキスタン、10 日（月）南アフリカ対
バングラディシュ、11 日（火）パキスタン対
カナダ、12 日（水）米国対インド。時間はす
べて午前 10 時 30 分開始。チケットは etickets.
com や stubhub.com などで購入できる。

クリケットの世界選手権大会
ナッソー郡スタジアムで開催

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://america-keitai.com/
mailto:okushu@gmail.com
mailto:okushu@gmail.com
mailto:okushu@gmail.com
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成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

６
月
30
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
夏
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
ほ
か
、
購
入

金
額
に
応
じ
て
各
種
オ
リ
ジ
ナ

ル
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
進
呈
さ

れ
る
。
ま
た
、
２
０
０
ド
ル
以

上
購
入
す
る
と
郵
送
料
も
無

料
に
な
る
。
詳
細
は
、www.

cosmeproud.com

ま
た
は
、

本
紙
今
週
号
の
３
面
広
告
を
参

照
。 米

顧
客
向
け

全
商
品
３
割
引

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

株
式
会
社
源
吉
兆
庵
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
本
社
：
岡
山
県

岡
山
市
、
岡
田
憲
明)

は
、
5

月
31
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
番
街

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
開
店

と
同
時
に
商
品
を
買
い
求
め

る
客
で
賑
わ
っ
た
。
同
店
は

１
９
９
３
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
の
出
店
か
ら
海
外
出
店
が
始

ま
り
、
今
回
の
五
番
街
店
を
加

え
て
現
在
8
か
国
地
域
36
店
舗

で
世
界
展
開
し
て
い
る
。
米

国
に
は
94 

年
に
「U.S.A. K. 

MINAMOTO CO., INC.

」
を

設
立
。
97 

年
に
は
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
横
に
旗
艦

店
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
フ

ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店
」
を
出

店
。２
０
１
３ 

年
に
閉
店
、「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ジ
ソ
ン
店
」
に

移
転
し
た
。
マ
ジ
ソ
ン
店
は
引

き
続
き
営
業
す
る
。
五
番
街
の

新
店
1
階
に
は
新
ブ
ラ
ン
ド
コ

ー
ナ
ー
の
「K.MINAMOTO 5th Avenue New York

」
が

併
設
さ
れ
た
。
日
本
人
特
有
の

四
季
を
愛
で
る
繊
細
な
発
想

と
、
独
自
の
鮮
度
を
活
か
し
た

果
実
菓
子
製
造
の
技
術
は
そ
の

ま
ま
に
、
製
法
、
素
材
共
に
、

和
洋
の
垣
根
を
い
っ
さ
い
取
り

払
い
、
新
た
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
高
い
魅
力
的
な
お
菓
子
「
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
イ
ー
ツ
」
を
世
界

へ
展
開
し
て
い
く
。
乳
製
品
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を
使
用
し

た
、
世
界
各
国
で
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
洋
菓
子
の
風

味
、
食
感
だ
け
で
な
く
、
見
た

目
に
も
美
し
く
お
い
し
い
お

菓
子
創
造
へK.MINAMOTO

は
、
新
時
代
へ
の
挑
戦
で
あ
り

世
界
の
吉
兆
庵
と
し
て
五
番
街

か
ら
歩
み
出
す
。
新
店
舗
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
五
番
街
の
48

丁
目
と
49
丁
目
の
間
と
い
う
一

等
地
の
目
抜
き
通
り
だ
け
に
、

日
本
文
化
発
信
の
場
所
と
し
て

は
最
適
。
ビ
ル
の
２
階
以
上
は

テ
ナ
ン
ト
を
募
集
中
だ
が
「
茶

道
や
い
け
ば
な
な
ど
、
日
本
文

化
を
体
現
で
き
る
場
所
と
し
て

活
用
で
き
れ
ば
嬉
し
い
」（
岡

田
社
長
）
と
い
う
。

洋風の新商品も発売
K.MINAMOTO 5th Avenue New York
マンハッタン店舗 2店に

源
吉
兆
庵
五
番
街
店

オ
ー
プ
ン
し
人
気

 千葉真知子の
 ART COOKING

材料

さばの缶詰 .......................... 1/3缶　
クリームチーズ .....100g（1/2箱）　
クラッカー  ...........................適宜

サ
バ
缶
と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
リ
ュ
エ
ッ
ト

　

鯖
（
さ
ば
）
の
缶
詰
は
安
価

な
も
の
は
さ
ば
の
臭
み
が
あ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
安
価
な
も

の
は
避
け
て
品
質
の
い
い
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ワ
イ
ン

に
も
と
て
も
よ
く
合
う
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ド
ブ

ル
で
す
。

作
り
方

１　 

ボ
ウ
ル
に
ク
リ
ー
ム
チ

ー
ズ
を
入
れ
、
へ
ら
で
滑
ら
か

に
な
る
ま
で
よ
く
混
ぜ
る
。

２　

①
に
鯖
の
缶
詰
の
身
の
部

分
だ
け
を
入
れ
る
。
大
き
な
骨

は
取
り
除
き
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
と
も
に
よ
く
混
ぜ
る
。

３　

②
を
器
に
入
れ
て
、
ク
ラ

ッ
カ
ー
を
添
え
る
。

４　

ク
ラ
ッ
カ
ー
に
滑
ら
か
に

な
っ
た
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
さ

ば
の
ペ
ー
ス
ト
を
つ
け
て
い
た

だ
く
。

https://minglesoho-ny.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://neuroacuny.com/
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
http://www.cosmeproud.com
http://www.cosmeproud.com
http://www.cosmeproud.com
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１
５
５
年
ぶ
り
に
ビ
ー
チ
開
放

オ
ー
シ
ャ
ン
グ
ロ
ー
ブ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
オ
ー

シ
ャ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
で
26
日
、

１
５
５
年
ぶ
り
に
日
曜
朝
に
ビ

ー
チ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
土
地

を
所
有
す
る
キ
リ
ス
ト
教
団
体

が
日
曜
の
午
前
中
は
ビ
ー
チ
を

閉
鎖
し
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
環
境
保
護
局
（
Ｄ

Ｅ
Ｐ
）
が
公
共
ア
ク
セ
ス
法
に

基
づ
き
開
放
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
裁
判
中
で
決
着
は
し
て
い

な
い
が
、
団
体
は
係
争
中
の
間

は
開
放
す
る
こ
と
に
応
じ
た
。

　

同
町
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
ョ
ア

に
あ
る
ア
ズ
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
の

す
ぐ
南
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か

ら
南
に
約 

60 

マ
イ
ル
ほ
ど
に

位
置
す
る
。
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
・

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の
一
部
で
、
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
の
団
体
で
あ
る
オ

ー
シ
ャ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
・
キ
ャ

ン
プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
協
会
に

よ
っ
て
１
８
６
９
年
に
設
立
さ

れ
た
。協
会
は
ビ
ー
チ
を
含
め
、

「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
ョ
ア
の
神
の

１
平
方
マ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
す
べ

て
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
。

７
０
０
０
人
収
容
の
巨
大
な
グ

レ
ー
ト
・
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム

が
あ
り
、
日
曜
日
に
は
遠
方
か

ら
巡
礼
者
が
祈
り
を
捧
げ
に
訪

れ
る
。
協
会
は
日
曜
日
の
午
前

中
は
礼
拝
が
あ
る
と
し
て
ビ
ー

チ
は
閉
鎖
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
周
辺
地
域
の
発
展

と
と
も
に
人
出
が
増
大
。
朝
か

ら
行
列
が
で
き
、
勝
手
に
ビ
ー

チ
に
入
る
人
も
増
え
た
た
め
、

協
会
側
が
そ
れ
ま
で
の
簡
単
な

柵
だ
け
で
な
く
、
チ
ェ
ー
ン
や

錠
前
を
つ
け
る
な
ど
し
て
き
た

こ
と
で
問
題
が
表
面
化
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
環
境
保

護
局
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
が
土
地
所
有

者
に
「
公
共
ア
ク
セ
ス
法
に
基

づ
き
、
一
般
人
の
合
理
的
な
ア

ク
セ
ス
を
制
限
す
る
チ
ェ
ー
ン

や
錠
前
、
そ
の
他
の
障
壁
の
使

用
を
中
止
す
る
」よ
う
命
じ
た
。

協
会
側
は
「
ビ
ー
チ
は
99
・
５

％
の
時
間
、
一
般
開
放
さ
れ
て

い
る
」
と
反
論
し
命
令
撤
回
を

求
め
た
が
、
21
日
に
「
１
年
の

大
半
は
公
共
ア
ク
セ
ス
法
に
従

う
意
思
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
一

部
違
反
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ

れ
な
い
」
と
し
て
却
下
さ
れ

た
。
従
わ
な
い
場
合
は
１
日
当

た
り
２
万
５
千
ド
ル
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。係
争
は
続
い
て
い
る
が
、

協
会
側
が
係
争
中
は
ビ
ー
チ
は

開
放
す
る
こ
と
に
応
じ
た
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
週
末
に
Ｎ

Ｊ
も
海
開
き
。
今
年
も
い
よ
い

よ
ビ
ー
チ
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ

デ
イ
紙
は
読
者
を
対
象
に
し
た

調
査
で
、
１
３
０
マ
イ
ル
に
も

及
ぶ
同
州
の
海
岸
線
の
中
で
、

砂
浜
の
広
さ
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
、
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
の
監
視
、

サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
、
日
光
浴
ス

ポ
ッ
ト
、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
店
舗
の
豊
富

さ
、
な
ど
の
観
点
か
ら
、「
Ｎ

Ｊ
州
の
ビ
ー
チ
ベ
ス
ト
10
」
を

発
表
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
次
の
ビ
ー

チ
。
１
位
ザ
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ

ド
、２
位
オ
ー
シ
ャ
ン
シ
テ
ィ
、

３
位
シ
ー
ア
イ
ル
シ
テ
ィ
、
４

位
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ

ィ
、
５
位
ケ
ー
プ
メ
イ
、
６
位

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
ア
イ
ラ
ン
ド
、

７
位
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
、
８
位
ア
イ

ラ
ン
ド
ビ
ー
チ
州
立
公
園
（
シ

ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
）、
９
位
ブ

リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
ビ
ー
チ
、
10
位

ア
ズ
バ
リ
ー
パ
ー
ク
。
特
に
ケ

ー
プ
メ
イ
ビ
ー
チ
は
、
コ
ン
デ

ナ
ス
ト
誌
が
発
表
し
た
「
東
海

岸
の
ビ
ー
チ
ベ
ス
ト
14
」
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。

　

尚
、
ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド
や
ア

イ
ラ
ン
ド
ビ
ー
チ
で
は
テ
ン
ト

や
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の
設
置
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ク
ー

ラ
ー
の
持
ち
込
み
や
ボ
ー
ル
遊

び
、
音
楽
を
流
す
こ
と
、
ペ
ッ

ト
同
伴
な
ど
の
可
否
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ー
チ
に
ル
ー
ル

が
あ
る
の
で
、
事
前
に
確
認
し

て
か
ら
行
く
こ
と
を
勧
め
る
。

喫
煙
に
関
し
て
は
、
同
州
の
全

て
の
ビ
ー
チ
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
夏
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
人
気
の
ビ
ー
チ
で
楽
し
い
思

い
出
を
作
ろ
う
！

Ｎ
Ｊ
州
の
ビ
ー
チ 

本
年
度
ベ
ス
ト
10
を
発
表
！

ア
イ
ラ
ン
ド
ビ
ー
チ
（
写
真
・
久
松
茂
）

ケ
ー
プ
メ
イ

　

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
は
、
鉄

道
、
バ
ス
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
な

ど
全
て
の
路
線
の
運
賃
を
、
７

月
か
ら
一
律
３
％
値
上
げ
す
る

予
定
だ
。

　

本
件
は
、
本
年
１
月
の

２
０
２
５
年
度
予
算
会
議
で
、

運
賃
を
15
％
値
上
げ
す
る
こ
と

を
承
認
さ
れ
て
い
た
。
第
一
弾

と
し
て
こ
の
７
月
に
３
％
、
そ

れ
以
降
も
毎
年
７
月
に
３
％
ず

つ
値
上
げ
す
る
形
を
予
定
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｊ
で
は
橋
や
ト
ン
ネ

ル
、
高
速
道
路
の
料
金
値
上
げ

を
し
た
ば
か
り
で
、
今
後
Ｎ
Ｙ

市
の
渋
滞
税
も
導
入
さ
れ
公
共

交
通
機
関
の
利
用
を
促
さ
れ
て

い
る
中
で
の
運
賃
値
上
げ
は
、

州
民
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題

だ
。

ＮＪトランジット
運賃７月から値上げ

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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 EVENT　
■第 101回ジャパンフェス＝ 6/8　10:00
～ 18:00　Midtown West（8th Ave, 49th 
- 50th St）人気の日系ストリートフェア。
おにぎり、唐揚げ、イカ焼き、タコ焼き、
抹茶クロワッサン、今川焼き、お好み焼き、
牛丼、餃子などが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NYプライドパレード「ザ・マーチ」
＝ 6/30  11:00  以前はゲイパレードと呼
ばれていた LGBTQIA+のコミュニティ、
文化と誇りを祝い称えるイベント。700
以上のフロートと多くの人が参加し、五
番街 25丁目をスタートして 8丁目から
クリストファー通りを経由、7番街と 16
丁目までパレードする。同日、ハドソン
通りでプライドフェスト（ストリートフェ
ア）も開催。
詳細は https://www.nycpride.org/

CLASS/SEMINAR
■ JOES 海外学校説明会・相談会＝
6/22  9:30・15:00  慶応義塾ニューヨーク
学院（3 College Rd, Purchase, NY）海外
滞在中の子供たちとその保護者を対象に
帰国後の進学に関する学校情報や相談の
場を提供する。午前と午後の 2部制。「全
体説明会」は JOESの教育アドバイザー
による講話とブース参加校のプレゼン
テーション、第 2部は「個別相談会」。参
加校は、慶應義塾 NY学院、工学院大学
附属中学校・高等学校（東京都）、佼成学
園中学校・高等学校（東京都）ほか。参
加費無料だが事前に「JOESマイポータ
ル」の登録（無料）が必要。申し込み・
詳細は https://www.joes.or.jp

MUSIC
■矢野顕子トリオ・コンサート＝
6/16  18:00、20:30（追加公演）  Joe’s 
Pub（425 Lafayette St）NY在住シンガー
ソングライター／ピアニストの矢野顕子
さん率いるトリオのライブ。出演はウィ
ル・リー（ベース＆ボーカル）とクリス・
パーカー（ドラム）。矢野さんは 1990に
来米し NY在住。以来日本と NYを行き
来しながら活動している。入場料：＄40
詳細は https://publictheater.org
■ 八 神 純 子 ラ イ ブ ＝ 6/29・
30  17:30  Birdland（315 W 44th St.）八
神純子の初の単独ニューヨーク公演。東
日本大震災以降、精力的にボランティ
ア活動を続けている八神が音楽の力が
TERRA（地球）を守る糧となるよう願い
を込めて作った新曲『TERRA』の海外初
披露も予定。30日公演は売り切れ。追加
公演 29日の入場料はテーブル席、バー
カウンター共に $45.76（手数料込み）。
詳細は https://www.birdlandjazz.com/tm-
event/junko-yagami-duo/　
　　　

■ヴォーカリスト ・マリ・オオクボ （大
久保真理）ライブ＝６月 26日（水）
20:00（The Zurcher Gallery : 33 Bleecker 
Street (bet.Lafayette & Bowery) New York
／ Tel:    212 777 0790）    マリ独自の
ボーカルスタイル（オペラ＋ジャズ＋現
代音楽）に ジャズ の巨匠オーネットコー
ルマンが曲を書き下ろした。オーネット
をして「これぞ現代のオペラアリアだ」 と
絶賛されている。入場料 20ドル（現金
のみ）。
詳 細 は www.galeriezurcher.com  www.
mariokubo.com  

THEATRE/DANCE
■国際交流基金主催「JAPANESE FILM 
FESTIVAL ONLINE 2024」 ＝ 6/4 ～ 7/2　
ドキュメンタリー、フィクション、アニ
メ、小説にインスパイアされた映画など、
映画 21作品と 2本のテレビドラマシリー
ズをオンライン上映する。視聴料無料。
詳 細 は https://jff.jpf.go.jp/watch/
jff online2024/us/
■虹のかけら＝もうひとりのジュディ＝
６/25&27、20:00（ カーネギーホール・
ワイル・リサイタルホール /154 W57th 
St）女優の戸田恵子一人舞台（フジ・サ
ンケイ・コミュニケーションズ、ＦＣＩ
主催）。映画「オズの魔法使い」で全世
界のアイドルとなった天性のミュージカ
ルスター、ジュディ・ガーランドの人生
を、代役兼付き人として支えた同名のジュ
ディー・シルバーマンという１人の女性
の視点から描いたオリジナルストーリー。
演出家の三谷幸喜氏が書き下ろした。
入場料＄80から。チケットは電話 212-
247-7800、carnegiehall.org または劇場窓
口のボックスオフィス。

ART
■織晴美個展「I am Here」＝ 6/30まで　
NowHere（40 Wooster St）ブルックリン
を拠点に活動するアーティスト織晴美の
2回目となる作品展。詩人、まど・みち
おの詩「ぼくがここに」からインスピレー
ションを得たシリーズは、工事現場など
で見かけるオレンジ色。入場無料。
詳細は https://www.nowhere-nyc.com
■「広重の名所江戸百景 feat.村上隆」
＝ 8/4まで　ブルックリン美術館（200 
Eastern Parkway）江戸時代の浮世絵師、
歌川広重の同美術館所蔵の作品 118点を
展示。また、現代美術家の村上隆による
名所江戸百景に呼応した作品も展示し、
広重の風景が現在の東京にどのように変
化していったかを紹介する。入場料：一
般＄20、学生・シニア＄14
詳細は https://www.brooklynmuseum.org

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
）
は

4
日
か
ら
夏
の
グ
ル
ー
プ
展

「Floral

（
フ
ロ
ー
ラ
ル
）」
を

酒
バ
ー
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ラ
ビ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
（
エ
セ
ッ
ク
ス
通

り
41
番
地
）
で
開
催
中
だ
。
油

絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
様
々

な
手
法
を
用
い
て
具
象
か
ら
抽

象
ま
で
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
。
出
展
作
家
は
松
田
常
葉
、

越
光
桂
子
、
古
川
文
香
レ
オ
ナ

ー
ト
、
藤
原
未
佳
子
、
石
田
純

一
郎　

遊
真
あ
つ
こ
、
竹
下
ヒ

ロ
、
平
之
内
美
穂
、
鞍
井
綾
音
、

大
槻
素
子
、
由
賀
子
の
11
人
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
22
日
（
土
）

午
後
５
時
か
ら
。
展
示
は
８
月

25
日
ま
で
。

花テーマの展示会
ＪＡＡＮＹの 11人

　

５
月
は
ヘ
リ
テ
ー
ジ
月
間
。

国
立
９
１
１
記
念
博
物
館
で

は
、
5
月
28
日
に
日
本
人
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
中
川
直
人
さ
ん
と

元
港
湾
局
警
察
署
の
警
部
補

で
、
中
国
系
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

リ
ム
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ

た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
１
９
６
２
年

に
５
０
０
円
だ
け
を
持
っ
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
来
米
し
た
。

「
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
成
功
す
る

と
決
め
て
い
ま
し
た
」
4
年
後

の
１
９
６
６
年
に
シ
ア
ト
ル
生

ま
れ
で
日
系
2
世
の
建
築
家
ヤ

マ
サ
キ
ミ
ノ
ル 

（
１
９
１
２
〜

１
９
８
６
）
の
設
計
が
、
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
採
用
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ
、

心
を
躍
ら
せ
た
。
戦
後
の
日
本

は
貧
し
く
ア
メ
リ
カ
で
の
ヤ
マ

サ
キ
の
活
躍
を
誇
り
に
思
っ

た
。
当
時
は
ロ
ー
ワ
ー
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
・
ス

ト
リ
ー
ト
に
ス
タ
ジ
オ
が
あ
っ

て
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
上
へ
上

へ
と
建
設
さ
れ
て
い
く
様
子
を

人
工
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
よ

う
に
美
し
い
と
眺
め
て
い
た
と

い
う
。

　

中
川
さ
ん
の
作
品
「Stars 

of the Forest: Elegy for 
9/11

」（
森
の
星
た
ち: 

911

へ
の
哀
歌
、
２
０
０
１

年
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ア
ク
リ

ル
、76x108 inch.

）

は
、

２
０
１
９
年
に
所
蔵
し
て
い
た

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
家
か
ら
博
物
館

へ
寄
贈
さ
れ
、
同
時
多
発
テ
ロ

発
生
か
ら
20
年
後
の
２
０
２
１

年
に
常
設
展
示
さ
れ
た
。
飛
行

機
が
タ
ワ
ー
に
突
っ
込
ん
だ
の

を
み
る
直
前
、
絵
の
具
を
混
ぜ

て
い
た
。
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
に

浮
か
ぶ
美
し
い
星
形
の
苔
を
描

い
て
い
た
の
だ
が
、
テ
ロ
を
目

撃
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
絵

は
ア
メ
リ
カ
を
讃
え
、
犠
牲
者

を
哀
悼
す
る
作
品
と
な
っ
た
。

色
は
国
旗
の
赤
・
青
・
白
を
使

い
、
星
は
犠
牲
に
な
っ
た
人
々

の
魂
だ
。
そ
し
て
勇
気
、決
断
、

強
さ
、
愛
の
象
徴
と
し
て
う
っ

す
ら
と
十
字
架
が
見
え
る
。

　

彼
は
、
現
在
も
人
生
の
意

味
を
追
求
す
る
絵
を
描
き
続

け
て
い
る
。「
１
９
３
＋
2
」

（
２
０
２
０
年
）
は
国
連
加
入

の
国
々
を
そ
れ
ぞ
れ
国
花
で
表

し
て
い
る
。「People of the World

」（
２
０
２
２
年
）
で

は
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
を
含
め
た
地

球
上
の
全
て
の
人
々
80
億
人
を

1
枚
の
絵
に
表
さ
れ
、
黄
色
と

青
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
捧
げ
て
い

る
。（
佐
藤
恭
子　

キ
ュ
レ
ー

タ
ー
）Jake Price

撮
影

 
星
の
島
句
会

父
の
日
に
母
の
笑
顔
が
横
に
あ
り  

 

藤
井
マ
サ
太
郎 

黒
南
風
や
代
々
の
廟
並
び
た
る 

江
坂
衣
代　
　

香
水
の
小
瓶
ひ
そ
か
な
恋
ひ
と
つ 

太
田
風
子　

賞
状
の
和
紙
の
手
触
り
桐
の
花 

亀
田
種
子　
　

日
本
海
芒
種
茫
々
千
枚
田 

豊
島
キ
ヌ

hoshinoshima819@gmail.com

YUKAKO
28X22 inches

Hydrangea in Central Park
Acrylic, Pastel on canvas

中
川
直
人
の
９
・
11作品「森の星たち」を語る

ラビットハウスで８月25日まで

戸
田
恵
子

v
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こ
の
本
は
、
早
逝
し
た
「
状

況
劇
場
」
の
女
優
で
、
つ
げ
義

春
の
妻
、
藤
原
マ
キ
が
綴
る
絵

日
記
と
エ
ッ
セ
イ
『
私
の
絵
日

記
』
の
英
訳
本
だ
。
つ
げ
と
の

間
に
も
う
け
た
一
男
つ
げ
正
助

と
の
愉
快
な
会
話
、
散
歩
、
初

雪
、
オ
ト
ウ
サ
ン
の
ス
イ
ト
ン

…
。
家
族
や
友
人
と
の
日
常
の

中
で
感
じ
る
さ
さ
や
か
な
幸
せ

を
愛
ら
し
い
絵
と
の
び
や
か
な

文
で
描
き
、
多
く
の
読
者
の
心

を
掴
ん
で
き
た
名
作
だ
。
そ
の

ほ
か
「
も
ら
い
風
呂
」「
ダ
ル

マ
ス
ト
ー
ブ
」
な
ど
、
著
者
が

子
ど
も
の
頃
の
懐
か
し
い
風
景

を
絵
と
文
で
描
写
し
て
い
る
。

著
者
は
１
９
４
１
大
阪
生
ま
れ

で
99
年
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。
結
婚
前
に
関
西
芸
術
座

で
演
劇
を
ん
だ
あ
と
、
唐
十
郎

率
い
る
劇
団
「
状
況
劇
場
」
で

「
腰
巻
き
お
仙
」
に
出
演
す
る

な
ど
舞
台
女
優
と
し
て
活
動

し
、
漫
画
家
つ
げ
義
春
と
結

婚
。
本
名
は
柘
植
真
喜
子
（
旧

姓
・
藤
原
真
喜
子
）
で
、
つ
げ

が
１
９
７
６
年
に
出
し
た
単
行

本
『
懐
か
し
い
人
』（
二
見
書

房
）
と
『
義
男
の
青
春
』（
講

談
社
漫
画
文
庫
）
に
お
か
っ
ぱ

頭
の
女
性
と
し
て
何
度
も
登
場

す
る
。

　

こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
の
古
い

独
特
の
街
並
み
の
一
角
に
あ
っ

た
書
店
だ
っ
た
。
店
内
で
う
ろ

う
ろ
し
て
い
る
と
誰
か
に
一
瞬

呼
ば
れ
た
気
が
し
て
振
り
返
る

と
こ
の
本
が
目
に
飛
び
込
ん

だ
。「
こ
こ
よ
」
と
囁
い
て
い

る
よ
う
な
表
紙
。
漫
画
家
つ
げ

義
春
の
妻
の
描
い
た
絵
本
で
は

な
い
か
。「
な
ん
で
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
」
と
い
う
千
載
一
遇
の

思
い
。
つ
げ
と
い
え
ば
、
す
で

に
60
年
代
に
青
林
堂
の
月
刊
漫

画
『
ガ
ロ
』
で
活
躍
、作
品
『
ね

じ
式
』
は
哲
学
的
文
学
要
素
を

含
ん
だ
難
解
漫
画
の
頂
点
と
し

て
世
界
的
に
有
名
だ
っ
た
。
絵

日
記
を
見
て
、
意
外
に
素
朴
で

楽
し
い
平
和
な
家
庭
生
活
を
送

っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
ん
だ

な
と
不
思
議
な
安
堵
感
を
覚
え

た
。
つ
げ
作
品
と
併
せ
て
読
む

と
楽
し
さ
が
増
す
。　
（
三
浦
）

 つげ義春の妻が描いた絵日記
藤原マキ・著  ライアン・ホルムバーグ・訳

 DRAWN & QUARTERLY・刊

■センスの哲学（千葉雅也、文藝春秋）「努力しているけ
どセンスがイマイチ」など、「センス」は洋服やインテリ
アのチョイス、仕事の覚え方などさまざまなジャンルで
言われる。「センスがいい・悪い」とはなんなのか。音楽、
絵画、小説、映画などを横断しながらセンスの良し悪しと
その彼方にあるものを考察する芸術入門の書。■平安王朝
と源平武士　力と血統でつかみ取る適者生存（桃崎有一
郎、ちくま新書）清少納言や和泉式部が仮名文学で雅な貴
族の世界を描いていた裏では、暴力が支配する武士の世界
があった。しかも、その雅な世界は武士による収奪によっ
て成り立っていたのだ。この凄惨な時代、源氏と平氏が武
士の代表格として確立してゆく。血の入れ替えと相剋の過
程を綴る。■往復書簡 限界から始まる（上野千鶴子・鈴
木涼美、幻冬舎）稀代のフェミニストと、慶應大在学中に
AV女優デビュー、東大修士修了後日経新聞に勤務したと
いう経歴の気鋭作家による１年に渡る書簡集。■みなさん
のおかげです（木梨憲武、小学館）木梨憲武が還暦を期に
書き下ろした自叙伝。お笑い、タレント、歌手、アーティ
スト、俳優など縦横無尽に暴れ回ってきた「とんねるず」。
木梨憲武はなぜそんなことができたのか。その秘密のほか、
テレビバラエティの栄枯盛衰、愛妻・安田成美、石橋貴明
との本当の関係も綴る。■桜の木が見守るキャフェ（標野
凪、文春文庫）庭にヤマザクラの大きな古木があるキャフェ チェリー・ブラッ
サム。祖母と母から受け継いできた洋館で、緋桜は季節の和菓子と茶を出す。
訪れるのは、長年連れ添う国際結婚の夫婦、自分が進むべき道に迷う少女ら。
桜の木は今日も行きかう人々を眺めながら、各々が抱える悩みや秘めた思い
に耳を傾け、静かに寄り添う。■名探偵のままでいて（小西マサテル、宝島
社）小学校の校長だった切れ者の祖父は71歳となり、幻視や記憶障害といっ
た症状の現れるレビー小体型認知症を患い、介護を受けながら暮らしていた。
小学校教師である孫娘の楓が、身の回りで生じた謎について話して聞かせる
と、祖父の知性は活性し働きを取り戻すのだった。やがて楓の人生に関わる
重大な事件が。第21回『このミステリーがすごい！』大賞受賞作。（山河藍）

■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

セ
ン
ス
の
良
し
悪
し
の
彼
方
に
あ
る
も
の
と
は
。
雅
の
貴
族
社
会
の
背
後
に
あ
っ
た
暴

力
社
会
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
元
Ａ
Ｖ
女
優
作
家
の
手
加
減
な
し
往
復
書
簡
。
木
梨
憲
武
の

自
叙
伝
。
桜
の
古
木
が
見
守
る
カ
フ
ェ
。
認
知
症
の
元
校
長
が
探
偵
に
。

 ■即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

朝
も
や
に
浮
か
び
あ
が
る
雄

大
な
山
。
早
起
き
の
鳥
は
空
へ

飛
び
立
ち
、
シ
ロ
イ
ワ
ヤ
ギ
が

ひ
づ
め
の
音
を
響
か
せ
、
小
さ

な
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
目
を
覚
ま

す
。
つ
ゆ
に
濡
れ
た
草
を
そ
よ

が
せ
て
歩
く
の
は
朝
ご
は
ん
を

探
す
ヘ
ラ
ジ
カ
の
親
子
。
昼
に

な
れ
ば
、
木
洩
れ
日
の
さ
し
こ

む
枝
の
あ
ち
こ
ち
で
鳥
た
ち
が

さ
え
ず
り
、
ク
ズ
リ
が
獲
物
を

も
と
め
て
う
ろ
つ
く
。
や
が
て

日
が
沈
む
こ
ろ
、
真
っ
赤
に
染

ま
る
山
を
背
景
に
、
忙
し
く
動

き
回
る
の
は
ビ
ー
バ
ー
や
ハ
イ

イ
ロ
グ
マ
。
寝
床
へ
も
ど
っ
て

い
く
も
の
が
あ
れ
ば
、
目
を
覚

ま
す
動
物
た
ち
も
い
る
。
夜
は

夜
で
、
ま
た
一
日
の
世
界
が
は

じ
ま
っ
て
い
く
。

　

山
の
１
日
と
美
し
い
自
然
の

移
り
変
わ
り
、
そ
こ
に
住
む
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
た
ち
の
姿

が
描
か
れ
る
。
自
然
の
包
容
力

を
「
山
に
見
守
ら
れ
る
」
と
表

現
し
、
シ
ン
プ
ル
な
文
章
と
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が

描
く
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
で
綴
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
絵
本
。
自
然
が
好

き
な
子
ど
も
へ
の
贈
り
物
と
し

て
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
『
山

は
し
っ
て
い
る
』。　　
（
高
田
）

山
に
見
守
ら
れ
て
い
る
生
き
も
の
た
ち

 『Secrets of the Mountain』
Writtenn by Libby Walden

Published by Caterpillar Books Ltd

（11）　  ［書　籍］ 2024年（令和 6年）6月 8日（土）

『懐かしいひと』（1976 年、二見書房）（左）と『義男の青春』
（1976 年、講談社漫画文庫）（右）に登場するおかっぱ頭の
女性が妻の藤原マキ
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2024年（令和 6年）6月 8日（土） ［教　育］　　（12）

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
で
こ
の
ほ
ど

幼
児
部
に
お
い
て
「
４
・
５
月

生
ま
れ
の
お
誕
生
会
」
が
行
わ

れ
た
。

　

幼
児
部
の
子
ど
も
達
全
員

で
、
誕
生
児
の
保
護
者
を
お
招

き
し
、
み
ん
な
で
誕
生
児
の
お

祝
い
を
し
た
。
き
ら
き
ら
と
光

る
冠
帽
子
を
被
っ
た
誕
生
児
達

は
誕
生
児
用
の
席
に
座
り
、
少

し
照
れ
な
が
ら
も
何
歳
に
な
っ

た
の
か
、
好
き
な
色
や
欲
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
質
問
に
嬉

し
そ
う
に
応
え
、
他
の
幼
児
達

か
ら
の
「
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
」
の
言
葉
や
お
祝
い
の
歌
を

喜
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

日
の
た
め
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
誕
生
児
の
保
護
者
は
、
誕
生

児
が
ど
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た

の
か
を
写
真
等
を
提
示
し
な
が

ら
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
生
ま

れ
た
時
の
写
真
や
足
形
を
見
た

子
ど
も
達
は
、「
か
わ
い
い
ね
」

と
口
々
に
言
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
保
育
士
に
よ
る
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
も
み
ん
な
で
楽

し
み
、
誕
生
児
達
は
学
園
か
ら

冠
と
写
真
入
り
の
誕
生
日
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
と
て

も
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
幼
児
部
で

は
、
隔
月
に
誕
生
児
の
保
護
者

を
招
い
た
誕
生
会
の
開
催
を
設

け
て
い
る
。
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

や
保
護
者
の
前
で
自
身
の
名
前

や
年
を
話
す
機
会
が
、
日
本
語

を
学
ん
で
話
す
力
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。`

NY 育英学園サタデー
マンハッタン校 　

幼児部お誕生会

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
部
長
）
は
５
月
26
日
、
恒
例

の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
実
施
し

た
。
晴
天
の
空
の
下
、
ま
ず
親

子
ゲ
ー
ム
と
し
て
卵
レ
ー
ス
と

新
聞
紙
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
卵

レ
ー
ス
は
、
卵
を
の
せ
た
お
た

ま
を
子
供
た
ち
が
持
ち
、
親
子

で
落
と
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
な
が
ら
リ
レ
ー
し
た
。
新
聞

紙
ゲ
ー
ム
は
、
新
聞
紙
の
上
に

立
ち
な
が
ら
先
生
と
じ
ゃ
ん
け

ん
を
行
い
、
負
け
る
と
新
聞
紙

を
半
分
に
折
っ
て
い
っ
た
。
小

さ
く
な
っ
た
新
聞
紙
の
上
に
ど

の
よ
う
に
立
つ
か
、
親
子
で
工

夫
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。

　

続
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
探
検
シ

ー
ル
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
た
。
子

供
た
ち
は
事
前
に
作
成
し
た
台

紙
を
持
ち
、
親
子
で
池
を
一
周

し
な
が
ら
シ
ー
ル
を
集
め
た
。

精
一
杯
歩
き
ゴ
ー
ル
す
る
と
、

く
じ
引
き
を
し
て
景
品
を
も
ら

い
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
み
せ

た
。
最
後
は
、パ
カ
ポ
コ
歩
き
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
タ
ト
ゥ
ー
シ
ー

ル
な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
、
友

達
や
先
生
と
共
に
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
。 

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ　

岡
田
雅
彦
校
長
）
で
は
、

５
月
２
６
日
（
日
）
に
第
48
回

運
動
会
が
行
わ
れ
た
。

  

グ
リ
ニ
ッ
チ
に
広
が
っ
た
快

晴
の
空
の
下
、
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
『
魅
せ
ろ
！
Ｇ
Ｊ
Ｓ
魂
！

〜Precious moments

〜
』

を
か
か
げ
、
赤
組
・
白
組
そ
れ

ぞ
れ
の
団
長
・
副
団
長
が
「
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
い
選
手
宣
誓
を
し

て
開
会
し
た
。

 　
同
校
恒
例
の
応
援
合
戦
で

は
、
応
援
団
が
中
心
と
な
り
、

引
き
継
が
れ
た
伝
統
と
新
た
な

取
組
を
融
合
さ
せ
た
エ
ー
ル
の

交
換
や
、
拍
子
打
ち
を
披
露
し

た
。
参
加
し
た
全
員
の
心
を
一

つ
に
児
童
生
徒
の
声
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
中
に
響
き
渡
っ
た
。
短
距

離
走
で
は
、
一
人
一
人
が
全
力

で
ト
ラ
ッ
ク
を
駆
け
抜
け
た
。

団
体
種
目
で
は
、
学
年
の
枠
を

超
え
１
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
結

束
し
、
高
学
年
が
中
心
と
な
っ

て
作
戦
を
立
て
、
見
応
え
の
あ

る
勝
負
を
繰
り
広
げ
た
。ま
た
、

同
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
異

学
年
交
流
種
目
で
は
、初
等
部
、

中
等
部
の
垣
根
を
超
え
、
中
等

部
の
生
徒
が
初
等
部
の
児
童
を

優
し
く
手
助
け
し
た
り
、
励
ま

し
た
り
す
る
、
微
笑
ま
し
い
場

面
が
多
く
見
ら
れ
た
。
保
護
者

の
温
か
い
声
援
を
受
け
、
各
競

技
で
は
、
勝
利
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
た
。

 　
最
大
の
見
所
で
あ
る
表
現

演
技
で
は
、
１
・
２
・
３
年
生

は
、『
つ
ば
め
の
最
高
到
達
地

点
は
Ｇ
Ｊ
Ｓ
！
』
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス

を
披
露
し
た
。
４
・５
・６
年
生

は
、『
Ｇ
Ｊ
Ｓ
ソ
ー
ラ
ン　

心
』

を
披
露
し
、
力
強
い
掛
け
声
と

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
動
き
が
輝
い

た
。
７
・
８
・
９
年
生
は
、『
光

輝
け
！
唯
一
無
二
の
絆
』
で
集

団
行
動
や
演
技
を
披
露
。
指
揮

者
の
合
図
に
従
い
、
統
制
の
と

れ
た
動
き
で
、
隊
列
を
変
え
行

進
し
、
最
後
に
は
ダ
ン
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
演
技
を
締
め
く

く
っ
た
。

 　
閉
会
式
の
生
徒
代
表
挨
拶

で
、
生
徒
会
長
、
シ
ャ
ン
コ
ン

華
さ
ん
が
「
今
年
の
運
動
会
を

通
し
て
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
の
団
結
力
が
増

し
、
よ
り
良
い
学
校
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

一
致
団
結
!!

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
運
動
会

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
http://www.gwjs.org


（13）　　 ［教　育］ 2024年（令和 6年）6月 8日（土）
　

こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

帰
国
生
中
学
入
試
に
お
け
る
受

験
科
目
パ
タ
ー
ン
は
、
①
英

語
型　

②
３
科
型
（
英
算
国
）　

③
２
科
型
（
算
国
）　

④
４
科

型
（
算
国
理
社
）　

⑤
独
自
型

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
「
そ
の
１
」
と
し
て
、

上
記
の
う
ち
、
①
と
②
を
取
り

上
げ
て
説
明
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
英
語
型
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
文
字
通
り
、
英
語
１

科
目
で
勝
負
す
る
入
試
と
な
り

ま
す
。
英
語
圏
の
現
地
校
生
や

イ
ン
タ
ー
校
生
に
配
慮
し
た
入

試
で
、
概
ね
難
度
は
高
い
と
言

え
ま
す
。
ま
た
、
面
接
を
課
し

た
り
、
エ
ッ
セ
イ
を
提
出
さ
せ

た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
英
語
以
外
の
準
備
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
代
表
的
な
学
校

は
、
渋
谷
幕
張
・
洗
足
学
園
Ａ

方
式(

英
語
＋
面
接)

・
頌
栄

女
子
学
院
英
語
入
試
・
攻
玉
社

で
す
。

　

続
け
て
、②
３
科
型
で
す
が
、

バ
ラ
ン
ス
型
の
入
試
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
近
年
は
、
英
語
だ

け
で
な
く
、
算
数
・
国
語
の
力

も
重
視
す
る
学
校
が
増
え
て
き

帰
国
生
中
学
受
験
②

「
５
つ
の
受
験
科
目

パ
タ
ー
ン　

そ
の
１
」

3

ま
し
た
。
面
接
を
重
視
す
る
学

校
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

代
表
的
な
学
校
は
、
慶
應
湘
南

藤
沢
・
白
百
合
学
園
・
海
城
（
英

算
国
受
験
）・
洗
足
学
園
Ｂ
方

式
（
算
英
国
＋
面
接
）
な
ど
で

す
。

　

今
い
く
つ
か
の
学
校
を
例
に

上
げ
ま
し
た
が
、
求
め
ら
れ
る

レ
ベ
ル
や
出
題
形
式
は
異
な
り

ま
す
。
学
校
が
出
題
す
る
入
試

問
題
や
入
試
形
態
は
、「
ど
ん

な
生
徒
に
来
て
ほ
し
い
か
」
と

い
う
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
入

試
要
項
だ
け
で
な
く
、
過
去
に

出
題
さ
れ
た
問
題
を
公
開
し
て

い
る
学
校
も
増
え
て
き
ま
し
た

の
で
、
気
に
な
る
学
校
が
あ
れ

ば
、
こ
ま
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
７
月
は
「
帰
国
生
高
校
受

験
②　

受
験
科
目
と
そ
の
考
え

方
」、
そ
し
て
８
月
に
は
「
帰

国
生
中
学
受
験
③　

５
つ
の
受

験
科
目
パ
タ
ー
ン　

そ
の
２
」

を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
次
回

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
０
７
人
） 

の
中
高
等
部
は
、

５
月
25
日
に
球
技
大
会
を
開
催

し
た
。
中
等
部
１
年
生
か
ら
高

等
部
２
年
生
ま
で
の
計
74
人
を

８
班
の
縦
割
り
男
女
混
合
チ
ー

ム
に
分
け
、 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
４
種
目

の
競
技
を
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
行
っ
た
。 

　 

生
徒
た
ち
は
、
各
ク
ラ
ス

で
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
イ

ラ
ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
競
技
に
挑
み
、
球
技
大
会
の

前
週
に
は
チ
ー
ム
で
簡
単
な
練

習
や
作
戦
会
議
を
行
い
絆
を
深

め
た
。
こ
の
球
技
大
会
は
、
上

級
生
下
級
生
の
隔
て
な
く
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
競
う
中
高

等
部
伝
統
の
行
事
と
な
っ
て
い

る
。 

勝
ち
に
こ
だ
わ
る
だ
け

で
な
く
、「
惜
し
い
！
」
や
「
ナ

イ
ス
！
」
な
ど
上
級
生
が
下
級

生
を
盛 

り
上
げ
る
声
か
け
を

し
、
チ
ー
ム
全
体
で
楽
し
も
う

と
い
う 

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

た
。当
日
は
生
徒
た
ち
に
加
え
、

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
卒
業

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
審
判
・
記

録
係
と
し
て
活
躍
し
、
賑
や
か

で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

中高等部で球技大会
ＮＹ補習授業校Ｗ校 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
部
門

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
学
園
長
）
は
、

「
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご
教
室
」
を

開
講
し
て
い
る
。
多
様
化
す
る

日
本
語
教
育
の
裾
野
を
広
げ
、

Ｎ
Ｙ
や
Ｎ
Ｊ
地
域
を
中
心
に

２
０
１
３
年
に
開
設
し
た
。
同

学
園
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

軸
と
し
た
「
い
ろ
は
に
Ｊ
Ｎ
Ｋ

（
ジ
ャ
二
コ
）」
メ
ソ
ッ
ド
で
学

習
を
進
め
、
学
齢
や
年
齢
を
問

わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
に
ほ

ん
ご
の
能
力
に
幅
広
く
対
応
し

伸
ば
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

コ
ー
ス
は
「
国
語
ク
ラ
ス
」「
に

ほ
ん
ご
ク
ラ
ス
」「Japanese

ク
ラ
ス
」
の
３
つ
。
参
加
児
童

は
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
な
ど

の
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
と
学
習

し
、
詩
や
こ
と
わ
ざ
、
日
本
語

で
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
な
ど
幅
広
い

範
囲
を
学
習
す
る
。

　
「
国
語
ク
ラ
ス
」
で
は
国
語

と
し
て
の
日
本
語
を
勉
強
す

る
。
文
部
科
学
省
検
定
済
み
の

教
科
書
を
も
と
に
「
読
む
」「
書

く
」「
話
す
」「
聞
く
」
を
中
心

に
学
ぶ
。
日
本
式
の
学
齢
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
丁
寧
に

ゆ
っ
く
り
と
国
語
の
学
習
に
取

り
組
み
た
い
人
に
最
適
だ
。「
に

ほ
ん
ご
ク
ラ
ス
」
は
日
本
語
の

読
み
書
き
を
中
心
に
、
日
本
語

会
話
が
あ
る
程
度
で
き
る
け
れ

ど
自
分
の
学
年
相
当
の
日
本
語

を
教
科
と
し
て
学
習
し
た
こ
と

が
な
い
人
が
自
分
の
レ
ベ
ル
に

合
う
学
年
の
日
本
語
を
学
べ
る

ク
ラ
ス
。「Japanese

ク
ラ
ス
」

は
、
日
本
語
を
第
２
言
語
ま
た

は
外
国
語
と
し
て
学
ぶ
。
日
本

語
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
文

化
に
つ
い
て
も
学
習
す
る
。
大

人
向
け
の
コ
ー
ス
も
あ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルiroha.

nyikuei@gmail.com

ま
で
。

NY育英学園NJ校
いろはにほんご教室
丁寧にゆっくりと学習

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
mailto:iroha.nyikuei@gmail.com
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２
０
２
４
年
度
よ
り
実
用
英

語
技
能
検
定
（
英
検
）
の
一
部

の
級
の
試
験
内
容
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
「
生

産
的
」
な
言
語
能
力
を
優
先
す

る
方
向
へ
大
き
く
転
換
し
ま
し

た
。
こ
の
動
き
は
、
受
験
者
が

英
語
を
学
び
、
そ
れ
を
使
う
ま

で
の
方
法
を
見
直
す
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え

た
決
定
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
の
英
検
の
試
験
内
容
を

含
め
、
多
く
の
語
学
テ
ス
ト
は

長
年
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ス

ニ
ン
グ
に
重
点
を
置
い
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
は
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
総
合
的

な
言
語
能
力
を
評
価
す
る
に
は

不
十
分
で
す
。
要
約
を
書
い
た

り
、
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
こ

と
に
英
検
が
重
点
を
置
い
た
理

由
は
、
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
英
語
を
使
う
場
面

で
は
、
言
語
を
理
解
す
る
こ
と

と
同
じ
く
ら
い
、
明
確
で
簡
潔

な
考
え
を
表
現
で
き
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
今
回
の
改
定
は

ま
さ
に
実
生
活
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

英
検
2
級
、
準
1
級
、
1
級

の
試
験
内
容
に
要
約
の
問
題
が

導
入
さ
れ
た
点
は
、
特
に
注
目

に
値
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
長

い
記
事
を
短
く
要
約
す
る
ス
キ

ル
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
受
験
者

が
自
分
の
言
葉
で
要
約
し
、
さ

ら
に
読
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
批

判
的
に
考
え
、
何
が
必
要
で
何

が
不
要
か
を
判
断
す
る
よ
う
に

促
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
原
文
を
丸
写
し
し

た
よ
う
な
要
約
に
な
ら
な
い
た

め
のTips

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
つ
目
は
、
類
義
語
や
簡
略
化

さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
を
使
い
、
言

い
回
し
を
変
え
つ
つ
も
、
元
の

意
味
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と

で
す
。
2
つ
目
は
、
同
義
語
を

使
い
、
情
報
の
順
序
を
並
べ
替

え
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る

こ
と
で
す
。
3
つ
目
は
、
核
と

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
集
中
し
て

要
約
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
ト
ピ
ッ
ク
の
部
分
と
結

論
の
部
分
を
指
針
と
し
て
、
重

要
な
情
報
と
そ
う
で
は
な
い
情

報
を
見
分
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
3
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

り
入
れ
る
こ
と
が
4
つ
目
の

Tips

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
組

み
合
わ
せ
て
、
自
分
だ
け
の
要

約
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の Tips 

は
、
要
約
の

落
と
し
穴
を
避
け
、
独
創
的
か

つ
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
伝

え
る
文
章
を
つ
く
る
の
に
役
立

つ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
面
接
試
験
も
一
部
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
準
1
級
の
試
験

で
は
、
ト
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
受

験
者
の
意
見
を
問
う
前
に
、
新

た
に
導
入
文
が
加
わ
り
ま
す
。

導
入
文
で
詳
細
な
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
、
受
験
者
が
設
問
に

答
え
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
言

語
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

か
を
忠
実
に
反
映
し
、
試
験
を

よ
り
実
用
的
で
、
実
生
活
に
関

連
づ
け
た
も
の
に
し
て
い
ま

す
。
受
験
者
は
自
分
の
意
見
を

明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
試
験
は
実

際
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
に

も
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
英
検
準
2
級
と
3
級

の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
試
験
で
は
、

新
た
に
Ｅ
メ
ー
ル
へ
の
返
信
文

が
加
わ
り
ま
し
た
。
受
験
者
は

返
信
の
中
で
、
元
の
Ｅ
メ
ー
ル

で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ

て
い
る
単
語
に
特
に
焦
点
を
当

て
て
、
質
問
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
生
産

的
で
あ
る
と
同
時
に
、
受
験
者

に
読
み
手
を
意
識
す
る
よ
う
促

す
こ
と
で
、
言
語
と
の
関
わ
り

を
深
め
ま
す
。
帰
国
子
女
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
エ
ッ
セ
イ

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
進
む
前
の
土

台
づ
く
り
と
し
て
、
レ
タ
ー
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
、
特
定
の
読

者
を
想
定
し
な
が
ら
エ
ッ
セ
イ

を
書
く
生
徒
は
、
よ
り
印
象
的

で
魅
力
的
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
く

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

総
じ
て
、
今
回
の
英
検
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
よ
り
総
合
的

な
英
語
能
力
を
評
価
す
る
こ
と

へ
向
け
た
大
き
な
前
進
だ
と
思

い
ま
す
。
実
生
活
で
英
語
を
使

う
こ
と
を
見
据
え
た
方
法
で
英

語
を
書
き
、
話
し
、
考
え
る
こ

と
を
受
験
者
に
課
す
こ
と
で
、

英
語
に
堪
能
で
あ
る
こ
と
の
意

味
に
つ
い
て
、
新
た
な
指
標
を

設
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

帰国子女アカデミー 創立者・代表取締役社長  
チャールズ・カヌーセン相談員

生産的な英語力を評価する
英検の新しいアプローチ

 本欄への相談は
● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
　www.kikokushijoacademy.com 
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http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
tel:2122136069
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冬
休
み
、
新
し
い
ア
バ
タ

ー
の
映
画
「
ア
バ
タ
ー
：
ウ

ェ
イ
・
オ
ブ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

を
家
族
と
映
画
館
で
見
た
。

そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た

場
面
は
、
ト
ゥ
ル
ク
ン
と
い

う
ク
ジ
ラ
の
よ
う
な
動
物
が

人
間
に
殺
さ
れ
る
場
面
だ
っ

た
。
こ
の
映
画
の
世
界
で
は
、

地
球
に
住
む
人
間
は
ト
ゥ
ル

ク
ン
を
獲
る
た
め
に
パ
ン
ド

ラ
と
い
う
惑
星
に
や
っ
て
来

る
。
こ
の
動
物
を
殺
し
た
後
、

あ
る
液
体
だ
け
を
取
っ
て
、

巨
大
な
体
を
丸
ご
と
捨
て
て

い
る
。
そ
の
液
体
は
人
間
が

使
う
と
そ
れ
以
上
年
を
取
ら

な
く
な
り
、
と
て
も
貴
重
で
、

一
頭
か
ら
取
れ
る
量
は
数

百
万
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
と
て
も
悲

し
い
話
だ
が
、
こ
の
ト
ゥ
ル

ク
ン
と
い
う
動
物
は
実
際
の

地
球
に
い
る
よ
う
な
普
通
の

動
物
で
は
な
い
。
パ
ン
ド
ラ

の
先
住
民
ナ
ヴ
ィ
族
は
ト
ゥ

ル
ク
ン
と
精
神
的
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
ナ

ヴ
ィ
族
と
ト
ゥ
ル
ク
ン
は
家

族
や
友
人
の
よ
う
な
関
係
を

持
っ
て
い
て
、
お
互
い
を
尊

重
し
あ
っ
て
い
る
。
ナ
ヴ
ィ

族
は
ト
ゥ
ル
ク
ン
と
話
す
こ

と
が
で
き
、
友
達
の
よ
う
に

最
近
の
出
来
事
な
ど
を
伝
え

合
う
。
こ
の
場
面
で
殺
さ
れ

た
ト
ゥ
ル
ク
ン
は
、
ナ
ヴ
ィ

族
の
リ
ー
ダ
ー
の
妻
と
つ
な

が
っ
て
い
て
、
数
日
前
に
新

し
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
話
し
て
皆
で
と
て
も

喜
ん
で
い
た
の
だ
。
こ
の
直

後
に
ト
ゥ
ル
ク
ン
の
親
子
が

様
々
な
武
器
で
攻
撃
さ
れ
、

血
を
流
し
て
苦
し
ん
で
い
る

姿
を
見
て
、
本
当
に
辛
か
っ

た
。
ナ
ヴ
ィ
達
が
集
ま
っ
て

嘆
き
悲
し
む
シ
ー
ン
は
、
彼

ら
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、
そ

し
て
怒
り
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
っ
た
。
ト
ゥ
ル
ク
ン

に
は
誰
も
殺
し
て
は
い
け
な

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）6月8日（土）「
情
熱
」

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
ー
　
芹
奈

い
と
い
う
厳
し
い
決
ま
り
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
何
も
悪
い

こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

と
て
も
平
和
な
生
き
物
だ
っ

た
。
し
か
し
、
激
し
く
攻
撃

さ
れ
て
殺
さ
れ
、
穏
や
か
な

人
生
が
奪
わ
れ
た
。

　

映
画
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
こ
れ
と
似
た
残
酷
な

狩
り
を
し
て
る
人
は
た
く
さ

ん
存
在
す
る
。
サ
イ
の
角
や

ゾ
ウ
の
牙
が
い
い
例
だ
。
そ

の
動
物
た
ち
や
周
り
の
自
然

に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
か
を

気
に
せ
ず
、
絶
滅
す
る
ま
で

乱
獲
し
続
け
る
。
絶
滅
危
惧

種
で
な
く
て
も
、
お
金
を
稼

ぐ
た
め
に
過
剰
に
動
物
を
獲

る
の
は
酷
い
こ
と
で
、
す
ご

く
欲
張
り
な
こ
と
だ
と
思
う
。

日
本
に
も
こ
の
問
題
が
あ
り
、

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
を
殺
し
続

け
て
い
る
。
こ
の
せ
い
で
何

種
類
か
の
ク
ジ
ラ
は
す
で
に

絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
ク
ジ
ラ
漁
は
ア
バ
タ

ー
の
話
ほ
ど
無
駄
に
殺
し
て

い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

絶
滅
さ
せ
る
ま
で
や
る
必
要

は
な
い
と
思
う
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
例
え

ば
ク
ジ
ラ
も
食
べ
な
い
の
で
、

環
境
保
護
団
体
に
寄
付
す
る

以
外
、
直
接
的
に
で
き
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
で
も
、
周
り
の
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
に
こ
の
よ

う
な
映
画
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
す
す
め
、
自
然
環
境

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
う
。
ま

ず
は
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
少
し
ず
つ
解
決
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

   （
滞
米
16
年
３
か
月
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

隣
の
部
屋
か
ら
ピ
ア
ノ
の

音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ド
キ

ド
キ
し
て
き
た
。
手
を
ギ
ュ

ッ
と
握
っ
て
、「
出
来
る
、
出

来
る
、
い
っ
ぱ
い
練
習
し
た

か
ら
出
来
る
」
と
心
の
中
で

言
い
続
け
た
。
い
よ
い
よ
自

分
の
番
に
な
る
直
前
は
、
も

う
座
っ
て
い
ら
れ
な
く
て
ド

ア
の
近
く
を
歩
き
回
っ
て
い

た
。

　

１
月
か
ら
練
習
を
始
め
た

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に

向
け
た
練
習
曲
は
、
以
前
姉

が
弾
い
て
い
た
テ
ン
ポ
の 

面

白
い
曲
。
い
つ
も
は
自
分
か

ら
あ
ま
り
練
習
し
な
い
け
れ

ど
、
練
習
す
る
の
が
楽
し
か

っ
た
。
レ
ッ
ス
ン
で
先
生
に

言
わ
れ
た
テ
ン
ポ
や
強
弱
や

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
、
ペ
ダ
ル
も

練
習
し
て
い
く
と
、
自
分
な

り
の
弾
き
方
に
な
っ
て
い
き
、

ど
ん
ど
ん
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
っ
た
。
同
じ
曲
を

弾
い
た
姉
に
も
ほ
め
ら
れ
た
。

友
達
の
家
や
学
校
で
ピ
ア
ノ

が
あ
る
と
弾
く
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
時
の
ワ
ク
ワ
ク
し

た
気
持
ち
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
歩
き
回
っ
て
い
た
。

　

ド
ア
が
開
い
て
審
査
員
の

顔
を
見
た
瞬
間
、
音
楽
が
好

き
だ
と
い
う
オ
ー
ラ
が
笑
顔

か
ら
出
て
い
た
の
で
ホ
ッ
と

し
た
。
部
屋
に
入
る
と
ピ
ア

ノ
の
近
く
に
窓
が
あ
っ
て
雨

が
降
っ
て
い
た
。
窓
か
ら
見

え
る
川
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た

流
れ
を
眺
め
て
い
た
ら
段
々

と
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

ピ
ア
ノ
の
前
に
座
り
落
ち
着

い
て
弾
け
た
。
で
も
1
、
２

回
間
違
え
た
。
私
は
く
や
し

く
て
、
笑
え
な
か
っ
た
。

　

審
査
員
の
先
生
は
、
左
手

の
動
き
や
右
手
の
支
え
が
し

っ
か
り
と
出
来
た
こ
と
を
ほ

め
て
く
れ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
情
熱
が
あ
る
演
奏
だ
っ
た

の
で
、
弾
き
間
違
え
は
気
に

し
な
い
で
と
コ
メ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
。
胸
の
奥
が
ふ
わ
っ

と
な
る
の
が
分
か
る
ほ
ど
嬉

し
か
っ
た
。
演
奏
を
聞
い
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
お
礼

を
言
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、

笑
顔
で
う
な
ず
い
た
だ
け
だ

っ
た
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
、
間

違
え
た
り
難
し
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
で
も
ど
ん
な
こ

と
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
熱

を
持
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
週
か
ら
夏
の
リ
サ
イ
タ

ル
に
向
け
て
初
め
て
シ
ョ
パ

ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
に

挑
戦
す
る
。
間
違
え
る
の
は

怖
く
な
い
、
弾
け
る
よ
う
に

な
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
13
年
）

「
そ
う
ま
く
ん
の

　
　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
」

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
颯
真

　

わ
た
し
は
育
英
学
園
に
、

２
学
期
に
転
入
し
て
き
た
の

で
、
今
回
が
初
め
て
の
学
園

祭
で
し
た
。
ま
ず
わ
た
し
が

一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
台
本

か
ら
は
い
景
板
、
小
道
具
ま

で
す
べ
て
手
作
り
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
と
て
も
大

変
な
作
業
と
同
時
に
、
面
白

い
体
験
で
し
た
。

　

始
め
に
、
四
年
生
の
み
ん

な
で
先
生
が
持
っ
て
き
た
こ

う
ほ
の
中
か
ら
「
注
文
の
多

い
料
理
店
」
を
選
び
ま
し
た
。

わ
た
し
達
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

台
本
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
く

だ
り
を
追
加
し
、
こ
の
ア
レ

ン
ジ
は
み
ん
な
の
お
気
に
入

り
に
な
り
ま
し
た
。
宮
沢
け

ん
じ
の
名
作
が
現
代
風
に
な

り
、
も
っ
と
面
白
く
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
は
い
景
板
作
り
で

は
下
書
き
や
色
ぬ
り
な
ど
役

わ
り
分
た
ん
し
て
作
業
し
ま

し
た
。
苦
労
し
た
点
は
、
細

か
い
部
分
に
こ
り
つ
つ
も
、

遠
い
お
客
さ
ん
に
も
見
え
る

よ
う
に
気
づ
か
っ
た
事
で
す
。

大
き
な
パ
ネ
ル
作
り
は
全
体

が
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
、

苦
労
し
ま
し
た
が
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
げ
き
の
練
習
を
何

度
も
何
度
も
行
い
ま
し
た
。

四
年
生
は
七
人
し
か
い
な
か

っ
た
の
で
一
人
一
人
セ
リ
フ

が
と
て
も
多
く
大
変
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
で
も
、
練
習
は
た
が

い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
な

が
ら
、
上
達
し
て
行
っ
た
の

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

学
園
祭
当
日
、
ぶ
台
に
上

が
る
と
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
、

お
客
さ
ん
の
顔
が
い
っ
ぱ
い

見
え
て
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
で
も
み
ん
な
と
い
っ
し

ょ
だ
っ
た
の
で
練
習
通
り
に

で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が

沢
山
笑
っ
て
く
れ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
の
学
年
の
げ
き
も
す
ご

く
上
手
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

終
わ
っ
た
後
に
は
も
う
来
年

の
学
園
祭
が
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   （
滞
米
７
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
映
画
ア
バ
タ
ー
を
見
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
」

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
村
　
海
耶

　

ぼ
く
は
、
松
田
そ
う
ま
君
の

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。
ぼ
く

の
も
よ
う
は
、
し
ま
し
ま
も
よ

う
の
い
か
し
た
ボ
ー
ル
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
い
つ
も
う
れ
し
い

気
持
ち
で
す
。
理
由
は
、
松
田

そ
う
ま
君
は
、
ぼ
く
を
け
っ

た
り
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
遊
ん
で
く
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
う
ま
君
が
ぼ
く
を
強
く
け

っ
て
く
れ
る
と
、
ぼ
く
は
鳥

の
よ
う
に
高
く
と
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
の
時
は
、
風
が
当

た
っ
て
さ
い
高
に
気
持
ち
い

い
で
す
。

　

で
も
、
お
こ
っ
て
い
る
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
サ
ッ

カ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と

そ
う
ま
君
が
暗
い
倉
庫
に
し

ま
う
の
で
、
暗
く
て
何
も
見

え
な
い
事
で
す
。
な
の
で
、

ほ
か
の
物
と
も
会
え
な
い
し
、

ね
ず
み
に
か
じ
ら
れ
な
い
か

心
配
だ
し
、
だ
れ
と
も
話
す

事
だ
っ
て
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
も
や
っ
ぱ
り
ぼ
く
は
そ

う
ま
君
の
ボ
ー
ル
で
幸
せ
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ
く
を
ド

リ
ブ
ル
し
て
い
る
時
の
そ
う

ま
君
は
と
て
も
楽
し
そ
う
な

え
が
お
を
見
る
事
が
ぼ
く
の

幸
せ
だ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

そ
う
ま
君
が
サ
ッ
カ
ー
の
し

合
の
時
は
、
ぼ
く
が
前
に
向

か
っ
て
少
し
よ
分
に
飛
ん
で

い
っ
て
あ
げ
る
の
で
す
。

　

   　
　
（
滞
米
１
年
７
か
月
）

　

わ
た
し
は
、
テ
ネ
シ
ー
州

タ
ラ
ホ
ー
マ
と
い
う
町
に
住

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
町
に
住

ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
れ
に
シ
カ
も
多
く

い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
父
と
母
と
い

っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
ま
す
。

父
が
帰
っ
て
く
る
と
お
い
し

い
夕
食
の
時
間
で
す
。
ご
飯

の
時
間
が
い
ち
ば
ん
の
楽
し

み
で
す
。

　

け
れ
ど
、
世
界
に
は
、
わ

た
し
た
ち
と
ち
が
う
生
活
を

し
て
い
る
人
が
ち
が
い
ま
す
。

今
で
も
終
わ
ら
な
い
戦
争
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
も
続
い
て
い
ま
す
。
毎
朝
、

毎
夜
、
お
び
え
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
早
く
戦
争
が
終

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
戦
争
は
毎
日
だ

れ
か
の
父
、
兄
な
ど
、
戦
地

で
戦
っ
て
い
る
人
の
命
を
う

ば
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
負
の

ル
ー
プ
で
す
。
命
は
一
人
に

一
つ
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
、

世
界
中
の
戦
争
が
早
く
終
わ

っ
て
、
み
ん
な
が
平
和
に
く

ら
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
６
か
月
）

  「平和とはなんだろう」
　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　花井　千聡

「
育
英
学
園
で
初
め
て
の
学
園
祭
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
彩
菜

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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金
融
街
で
職
住
近
接
の
生
活

　　

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
界
隈
は
こ
の
10
年
で
大
き
く
開
発

が
進
み
、
高
級
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
な
っ
た
が
、
金
融

業
界
で
仕
事
を
始
め
る
若
手
に
と
っ
て
は
、
部
屋
探
し
が
難

航
す
る
エ
リ
ア
の
一
つ
と
言
え
る
。
朝
早
く
、
夜
遅
い
金
融

マ
ン
に
と
っ
て
、
職
住
近
接
は
可
能
で
あ
れ
ば
望
み
た
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
日
常
を
送
る
者
た
ち
に
と
っ
て

は
掘
り
出
し
物
的
存
在
だ
。
ス
タ
ジ
オ
タ
イ
プ
で
１
浴
室
。

室
内
に
洗
濯
乾
燥
機
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
1
階
が
深

夜
で
も
開
い
て
い
る
デ
リ
な
の
で
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し

て
も
食
に
困
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
便
利
さ
。
４
階
建
て
の

３
階
。
家
賃
は
３
１
５
０
ド
ル
と
、
こ
の
界
隈
で
は
な
か
な

か
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
物
件
で
、
企
業
派
遣
の
学
生

で
も
住
宅
手
当
プ
ラ
ス
α
で
手
が
届
く
範
囲
の
家
賃
と
な
っ

て
い
る
。
最
寄
り
の
地
下
鉄
は
４
、５
、６
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
と
赤
の
１
番
線
レ
ク
タ
ー
通
り
駅
下
車
。
保
証
金
１
か
月
、

不
動
産
手
数
料
１
か
月
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ル ny@jonecorp.com
、
桑
名
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・Jone 

不
動
産
）

　第１回ジャパン・ジャズ・フェスティバルが 21 日（金）と 22
日（土）の両日、ブルックリンのピンク・フロッグ・カフェで開
催される。桑原あい、山田玲を筆頭に、アメリカで活躍する日本
人ジャズミュージシャンをフィーチャーしたライブイベント第一
弾！昨年アルバムをリリースした、注目の若手ドラマー三上麟太
郎も出演する。出演アーティストは石当あゆみ (6/21)、 及川陽菜
(6/21)、桑原あい & 山田玲 ( 両日 )、 有川久美子 (6/22)、 三上麟太
郎 (6/22)。

入場料は 35ドル（１ドリンク付き）チケットの申し込みは
６月 21日（金）
https://www.forgigs.com/gig/6655119e8e0e1ab42696fc92
6 月 22 日（土）
 https://www.forgigs.com/gig/665514dcf05e30a2dbdf9b77

日本人ジャズミュージシャンを
フィーチャーした
Japan Jazz Festival Vol.1 開催

21 日と 22日ブルックリンで

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
https://www.forgigs.com/gig/6655119e8e0e1ab42696fc92
https://www.forgigs.com/gig/665514dcf05e30a2dbdf9b77
mailto:ny@jonecorp.com
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ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は 

６
月
19
日
（
水
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
30
分
ま
た
は
６
時
30

分
ス
タ
ー
ト
。
会
場
は
２
番
街

45
丁
目
。
教
材
は
英
語
だ
が
日

本
語
訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語

も
両
方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ

り
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
為

の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、細
胞
の
若
さ
保
持
、

活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の

効
用
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
試

験
合
格
者
は
講
師
養
成
講
座
へ

進
み
、
公
認
認
可
校
と
し
て
世

界
で
独
立
開
講
が
可
能
。米
国
、

日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式
称
号

の
下
、
活
動
で
き
る
。
講
師
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協
会
認

定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武

石
越
路
さ
ん
、（
共
立
女
子
大

学
食
物
科
卒
業
）。”

遺
伝
子

食
事
テ
ス
ト”

米
国
開
業
医
が

顧
問
。
皆
で”

１
２
０
歳
ま
で

元
気
に
楽
し
く
美
し
く”

が
ス

ロ
ー
ガ
ン
。
通
信
教
育
受
講
も

可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

（
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本
語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
て
含
む
）。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ
せ
、
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０

（
テ
キ
ス
ト
可
）、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルLicense_power@aol.

com 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トwww.licensepower.

net

を
参
照
。 

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
受
講
生
募
集

若
返
り
栄
養
コ
ン
サ
ル
募
集

283

 　
７
本
指
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
西

川
悟
平
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

な
ん
と
わ
た
し
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
鹿
児
島
空
港
か
ら

徒
歩
10
分
の
場
所
に
あ
る「
麹
・

発
酵
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、「
麹
・
発
酵

ホ
テ
ル
」
を
運
営
す
る
き
り
し

ま
高
原
麦
酒
さ
ん
に
「
会
場
を

貸
し
て
欲
し
い
」
と
依
頼
が
あ

っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

悟
平
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

指
が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
絶

望
の
ど
ん
底
に
。
そ
こ
か
ら
復

活
さ
れ
て
、「
７
本
指
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
」
と
し
て
、
今
で
は
日

本
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る

け
れ
ど
、
来
な
い
？
」
と
、
き

り
し
ま
高
原
麦
酒
の
社
長
か
ら

誘
っ
て
い
た
だ
い
て
、
喜
ん
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
だ
け
で
な
く

ト
ー
ク
も
素
晴
ら
し
く
て
、
笑

い
あ
り
感
動
あ
り
の
時
間
で
し

た
。
し
か
も
あ
り
が
た
い
こ
と

に
懇
親
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
悟
平
さ
ん
と
も
い

ろ
い
ろ
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

夢
を
諦
め
な
い
大
切
さ
、
自

分
を
信
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
、

何
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

が
明
る
い
未
来
に
繋
が
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
悟
平
さ
ん
の
話
を

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
日

本
の
子
供
た
ち
に
も
聞
い
て
も

ら
い
た
い
、そ
う
思
い
ま
し
た
。

「
わ
た
し
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
て

る
」「
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と

い
っ
ぱ
い
あ
る
」
わ
た
し
自
身

そ
ん
な
こ
と
も
感
じ
た
時
間
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
悟
平
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

体
験
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

西
川
悟
平
さ

ん
の
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
人
の
大
人
と
子
ど
も
た

ち
で
主
に
構
成
さ
れ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
グ
レ
イ
ス
・
ゴ
ス
ペ

ル
・
ク
ワ
イ
ア
（
合
唱
団
）
が

5
月
31
日
夜
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
プ
レ
ザ
ン
ト
グ
ロ
ー
ブ
タ
ベ

ナ
ク
ル
で
行
わ
れ
た
ゴ
ス
ペ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

（
Ｇ
Ｍ
Ｗ
Ａ
）
主
催
の
ア
ニ
ュ

ア
ル
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
て
3
曲
歌

っ
た
。
温
か
い
拍
手
と
声
援
を

受
け
、
人
種
・
国
籍
を
越
え
て
、

ゴ
ス
ペ
ル
と
い
う
文
化
を
共
有

し
た
。

　

10
回
完
結
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
単
位
で
活
動
す
る
同
ク
ワ
イ

ア
に
と
っ
て
、
そ
の
枠
を
越
え

て
、
ゴ
ス
ペ
ル
界
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
招
か
れ
る
の
は
初
の

経
験
。指
導
者
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・

ラ
イ
リ
ー
さ
ん
の
指
揮
と
グ
レ

ゴ
リ
ー
・
ケ
リ
ー
さ
ん
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
、
大
人
25
人
と
子

ど
も
20
人
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

伸
び
や
か
な
声
を
響
か
せ
た
。

参
加
し
た
日
本
人
男
性
は
「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
、

普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
触

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
違
う
世
界
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
も

貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
感
想

を
話
し
た
。

　

同
ク
ワ
イ
ア
は
、
ゴ
ス
ペ
ル

界
の
一
流
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

し
て
知
ら
れ
る
グ
レ
ゴ
リ
ー
・

ケ
リ
ー
さ
ん
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・

ラ
イ
リ
ー
さ
ん
と
、
日
本
語
教

会
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
め
ぐ

み
教
会
が
立
ち
上
げ
た
。
2
人

は
日
本
各
地
で
も
過
去
に
ゴ
ス

ペ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
て
い
る
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
や

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ

な
ど
駐
在
員
世
帯
が
多
い
郊
外

で
、
異
国
で
の
生
活
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
、
つ
な
が
り
が
ほ

し
い
、
と
い
っ
た
思
い
を
抱
く

人
々
が
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
う
こ
と

に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
た
り
、
元

気
を
も
ら
っ
た
り
、
充
実
感
を

味
わ
っ
た
り
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
基
に
発
足
、
今
年
で

10
周
年
を
迎
え
た
。
年
に
2
回

リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

教
会
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
イ
ン

ズ
）
で
10
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
後
、
夏
前
と
ク
リ
ス

マ
ス
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
い
る
。
毎
シ
ー
ズ
ン
、
大
人

と
子
ど
も
合
わ
せ
て
50
人
か
ら

70
人
が
集
ま
る
。 

２
０
２
３

年
は
年
2
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

加
え
、
ハ
ー
レ
ム
の
教
会
に
も

招
待
さ
れ
た
。

　

次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

10
月
上
旬
に
開
始
予
定
。
経
験

の
有
無
を
問
わ
ず
募
集
。
大

人
の
部
は
午
前
、
子
ど
も
の

部
は
午
後
に
実
施
。
問
い
合

わ
せ
・
詳
細
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
め
ぐ
み
教
会
（
笹
川
雅
弘

牧
師
）
Ｈ
Ｐ
に
て
。https://

www.jgclm
i.com

/page/
Zg2AgxIAAPSvVnPk

NYグレイス・ゴスペル・クワイア

ブルックリンで大合唱
日
本
人
の
大
人
と
子
供
た
ち

練
習
の
成
果
披
露

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://www.furumoto.com
http://www.licensepower
https://www.jgclmi.com/page/Zg2AgxIAAPSvVnPk
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旅
の
プ
ラ
ン
を
立
て
る
時
、

行
く
先
々
の
面
白
さ
度
に
よ
っ

て
出
発
時
間
を
決
め
る
。
サ
ン

ト
リ
ー
ニ
が
別
格
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
私
は
、
敢
え
て

朝
イ
チ
の
出
発
で
は
な
く
午
後

イ
チ
の
出
発
に
し
て
お
い
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
最
後
の
朝
を

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
た
い
。
ク

レ
タ
に
は
夕
方
着
け
ば
良
い
。

　

ま
ず
は
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
。
良
い
所
だ
っ
た
。
次

回
が
あ
る
な
ら
ま
た
泊
ま
り
た

い
。
ス
タ
ッ
フ
の
男
性
が
一

人
、
車
ま
で
荷
物
を
持
っ
て
く

れ
た
。
助
か
る
。
車
に
荷
物
を

乗
せ
た
が
、
車
は
そ
こ
に
そ
の

ま
ま
置
い
て
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
近
く
の「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
砦
」

を
観
に
行
く
。
そ
う
、
ホ
テ
ル

に
着
い
た
時
か
ら
眺
め
て
い
た

あ
の
岩
山
だ
。Skaros Rock

と
言
い
簡
単
に
歩
い
て
行
け
る

そ
う
だ
。
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
最
後

の
朝
に
登
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

　

こ
の
岩
の
歴
史
は
古
く
、
13

世
紀
に
こ
の
地
を
治
め
る
ビ
ザ

ン
チ
ン
帝
国
が
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人

の
建
築
家Giacomo Barozzi

に
砦
を
築
く
よ
う
要
請
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
、
現
地
語

で
はLa Roka

（The Rock

）、

そ
の
名
の
と
お
り
、
紀
元
前

６
万
８
千
年
に
で
き
た
火
山
活

動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
大
き
な

岩
で
あ
る
。
古
い
絵
で
見
る
と

岩
の
周
り
に
た
く
さ
ん
の
建
物

が
並
び
、
か
な
り
の
集
落
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中

世
よ
り
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
オ
ス
マ

ン
帝
国
と
の
間
で
奪
い
合
い
が

続
き
、
最
終
的
に
は
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
も
の
に
な
り
、
ギ
リ
シ

ャ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
独
立

し
た
。
そ
の
間
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
海
賊
の
脅
威
も
あ
り
、
さ

ら
に
は
度
々
の
火
山
活
動
で
、

結
局
こ
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
砦

は
終
わ
り
を
告
げ
、
本
土
の Imerovigli

とFira

に
吸
収
さ

れ
て
い
っ
た
。
一
旦
低
い
場
所

ま
で
降
り
て
広
場
に
来
て
、
そ

こ
か
ら
岩
へ
の
登
山
が
始
ま

る
。
二
日
目
に
行
っ
た
火
山
の

島
、
青
い
海
も
、
そ
こ
に
浮
か

ぶ
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
よ
く
見

え
る
。
海
岸
は
遥
か
下
に
見
え

る
。
教
会
っ
ぽ
い
建
物
の
遺
構

は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
随
分
と

体
力
が
つ
い
た
の
で
、
先
端
ま

で
歩
い
て
行
っ
て
み
た
。
そ
こ

に
も
白
い
教
会
が
あ
る
。
し
ば

し
、
電
気
も
水
道
も
な
い
中
世

に
こ
こ
で
集
落
を
作
っ
て
暮
ら

し
た
人
々
の
暮
ら
し
は
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
に
耽
っ

て
み
た
。
こ
の
美
し
い
景
色
と

は
裏
腹
の
厳
し
い
生
活
、
楽
し

か
っ
た
の
か
、
苦
し
か
っ
た
の

か
。
こ
ん
な
所
に
教
会
を
作
る

だ
け
あ
っ
て
、
そ
れ
は
祈
る
よ

う
な
生
活
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

誰
が
簡
単
に
行
け
る
と
言
っ

た
の
だ
！
ゆ
う
に
２
時
間
は
か

か
っ
た
。
車
を
駐
め
た
広
場
ま

で
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
汗
だ

く
で
息
も
絶
え
絶
え
で
あ
っ

た
。
早
速
水
と
ジ
ュ
ー
ス
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
い
、
広
場

の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
休
憩
。

　

さ
て
、
こ
れ
で
ホ
テ
ル

の
あ
る
こ
の
小
さ
な
集
落

Imerovigli

を
出
て
、
フ
ェ
リ

ー
の
港
に
向
か
う
。
港
に
車
を

走
ら
せ
た
が
、
思
っ
た
よ
り
も

時
間
が
あ
る
し
、
お
腹
が
空
い

て
き
た
の
で
大
き
な
ベ
イ
カ
リ

ー
に
入
る
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
パ

ン
と
コ
ー
ヒ
ー
と
デ
ザ
ー
ト
に

手
を
抜
か
な
い
。
私
の
好
き
そ

う
な
ハ
ム
を
挟
ん
で
焼
い
た
パ

ン
が
沢
山
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
の
デ
ザ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
て
、
糸
を
巻

い
た
よ
う
な
甘
い
ケ
ー
キ
か
ら

緑
の
小
粒
な
も
の
ま
で
、
ラ
ン

チ
に
し
て
は
お
腹
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
い

る
と
元
気
が
出
て
き
た
の
か
、

あ
ら
ぬ
欲
が
で
た
。
昨
日
の
ワ

イ
ン
博
物
館
の
近
く
に
古
い
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
の
修
道
院
が
あ
る
。

細
君
を
説
得
し
て
最
後
の
１
時

間
で
行
っ
て
み
る
事
に
し
た
。

急
い
で
運
転
し
て
何
と
か
着
い

た
。
思
っ
た
よ
り
も
大
き
な
集

落
で
幼
稚
園
の
前
に
車
を
駐
め

て
兎
に
角
丘
を
登
っ
た
。
登
る

に
つ
れ
道
が
本
当
に
狭
く
な
り

綺
麗
だ
が
不
思
議
な
空
間
に
入

っ
て
行
っ
た
。
道
は
も
う
真
っ

直
ぐ
で
は
な
い
。
苦
労
し
た
挙

句
、
古
い
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
修
道

院
を
見
つ
け
た
。
中
世
か
ら
の

建
物
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
一
生
懸
命
に
写
真
を
撮
っ

た
。
時
間
が
な
い
の
で
急
い
で

車
に
戻
る
。
が
、
車
に
た
ど
り

着
け
な
い
。
下
山
す
る
と
何
故

か
全
く
違
う
風
景
だ
。
フ
ェ
リ

ー
の
時
間
が
迫
る
。仕
方
な
い
、

現
地
の
人
に
幼
稚
園
は
ど
こ
か

尋
ね
て
、
そ
れ
で
も
随
分
と
歩

い
て
や
っ
と
見
つ
け
た
。
や
ば

い
。
急
い
で
港
に
向
か
う
。
何

と
か
フ
ェ
リ
ー
に
間
に
合
い
そ

う
だ
。
よ
か
っ
た
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com
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毎
年
5
月
18
日
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）

が
定
め
た
「
国
際
博
物
館
の

日
（International Museum 

Day

）」
で
す
。
そ
の
前
後
一
週

間
は
世
界
中
の
博
物
館
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
入

館
無
料
や
記
念
品
の
提
供
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
学

び
と
研
究
の
た
め
の
博
物
館

（Museums for Education and 
Research

）」
で
、
博
物
館
が

提
供
す
る
教
育
機
能
を
再
考

し
、
知
識
の
共
有
が
様
々
な
障

壁
を
超
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
伝
統
と
融
合
す
る
未
来
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
の

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
大
会
決

議
で
、「『
我
々
の
世
界
を
変
革

す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』

の
履
行
（“On sustainability 

and the implementation of 
Agenda 2030, Transforming 
our World”

）」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
が
、す
べ
て
の
博
物
館
は
、

持
続
可
能
な
未
来
を
形
成
し
創

造
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
展
示
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、
研
究
を
通

じ
て
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
学
び

と
研
究
の
た
め
の
博
物
館
」
を

考
え
る
た
め
の
重
要
な
キ
ー
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
以
下
の
5
点
で

す
。 

・
教
育
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン

ト

力
（Educational 

Empowerment

）

・
研
究
に
お
け
る
協
働

（Research Collaborations

）

・
デ
ジ
タ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
環
境
（Digital Learning 

Landscape

）

・
包
摂
的
な
取
り
組
み

（Inclusive Initiatives

）

・
共
有
遺
産
の
保
存

（Preserving Our Shared 
Herit

）

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日
本
委
員
会
及
び

日
本
博
物
館
協
会
で
は
、
5
月

19
日
に
国
際
博
物
館
の
日
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
国
立
民
族
学

博
物
館
（
大
阪
府
吹
田
市
）
で

開
催
し
ま
し
た
。
国
立
民
族
学

博
物
館
は
、
ま
さ
に
民
族
学
・

文
化
人
類
学
を
中
心
と
し
た
研

究
・
展
示
を
行
っ
て
い
る
博
物

館
を
持
っ
た
大
学
共
同
利
用

機
関
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
の
会

場
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
折
し
も
今
年
は

創
設
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
𠮷
田
憲
司
館
長
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
日
本
委
員
会
副
委
員
長
）
よ

り
、「
学
び
と
研
究
の
た
め
の

博
物
館
―
み
ん
ぱ
く
50
年
の
歩

み
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
た
特

別
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
私
か
ら
趣
旨
説
明
を
行
っ
た

後
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
実
践
事

例
と
し
て
、
兵
庫
県
立
人
と
自

然
の
博
物
館
が
行
っ
て
い
る

「
ひ
ょ
う
ご
エ
コ
ロ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、
国
立
ア
ー
ト
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る
合
理

的
配
慮
、
そ
し
て
沖
縄
県
伊
江

島
の
阿
波
根
昌
鴻
写
真
資
料
を

中
心
と
す
る
地
域
の
記
憶
と
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
発
表
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
参
加
者
を
交

え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
日
午
前
中
に
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日
本
委
員
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
欧
米
の
美
術
館

で
気
候
変
動
対
策
と
し
て
具
体

的
な
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る

The Bizot Green Protocol

や
、

ス
ー
ダ
ン
武
力
紛
争
に
お
け
る

文
化
遺
産
保
護
に
つ
い
て
な
ど

様
々
な
報
告
が
あ
り
、
情
報
共

有
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

国際博物館の日
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ジ
ャ
ズ
歌
手
、
大
久
保
真
理

が
26
日
（
水
）
ザ
・
ズ
ー
チ
ャ

ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
公
演
す

る
（
詳
細
は
10
面
イ
ベ
ン
ト
ガ

イ
ド
）。
日
本
人
の
生
ま
れ
な

が
ら
に
も
っ
て
い
る
感
性
を
生

か
し
な
が
ら
世
界
の
音
楽
シ
ー

ン
に
通
用
す
る
現
代
の
本
格
的

な
歌
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ー
ト 

・ 

声
楽
）
を
志
す
。

　

イ
タ
リ
ア
で
ベ
ル
カ
ン
ト
修

行
中
に
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
オ
ー

ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
に
そ
の

才
能
を
認
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
世
界
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
氏
と
の
共
演
を
果
た
し

た
。
オ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
に
よ
る
Ｃ
Ｄ
「 Cosmic 

Life
」
も
好
評
発
売
中
だ
。
今

回
は
、
大
久
保
独
自
の
ヴ
ォ
ー

カ
ル
ス
タ
イ
ル
（
オ
ペ
ラ
＋
ジ

ャ
ズ
＋
現
代
音
楽
）
に 
オ
ー

ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
が
曲
を

書
き
下
ろ
し
て
の
ラ
イ
ブ
パ
ー

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
る
。

　

大
久
保
は
、
１
６
０
年
以
上

昔
に
さ
か
の
ぼ
る
日
米
友
好
の

原
点
と
な
る
歴
史
を
背
負
う
稀

有
な
存
在
の
歌
手
で
も
あ
る
。

本
紙
２
０
２
０
年
１
月
１
日
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
海
を
渡
っ
た

日
本
の
侍
た
ち
」
特
集
記
事
か

ら
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
端
を

紹
介
す
る
。

　

万
延
元
年
遣
米
使
節
団
は
、

幕
末
の
幕
臣
・
外
国
奉
行
の
新

見
豊
前
守
正
興
（
し
ん
み
ぶ

ぜ
ん
の
か
み
ま
さ
お
き
、
40

歳
）
を
正
使
に
、
副
使
の
同
じ

く
外
国
奉
行
の
村
垣
淡
路
守
範

正
（
む
ら
が
き
あ
わ
じ
の
か
み

の
り
ま
さ
、
48
歳
）
と
小
栗
豊

後
守
忠
順
（
お
ぐ
り
ぶ
ん
ご
の

か
み
た
だ
ま
さ
、
32
歳
）
を
筆

頭
に
約
80
人
の
侍
が
米
国
海
軍

の
蒸
気
船
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に
乗

り
、
１
８
６
０
年
１
月
に
品
川

沖
を
出
発
し
た
。
３
月
８
日
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し

大
歓
迎
を
受
け
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
９
日
間
滞
在
し
た

後
、
船
で
パ
ナ
マ
と
キ
ュ
ー
バ

を
経
由
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
向
か
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で

は
３
月
28
日
に
第
15
代
大
統
領

の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
大
統
領
に
公
式

に
謁
見
し
て
い
る
。
一
行
は
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
３
週
間
滞
在

し
、
６
月
16
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
到
着
。
Ｎ
Ｙ
で
は
街

を
上
げ
て
の
大
歓
迎
を
受
け

た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
は
正

装
し
た
侍
た
ち
が
練
り
歩
く

「
侍
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
た
。

１
８
６
０
年
６
月
19
日
付
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙

に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た

70
人
の
侍
の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
掲

載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
と

人
物
像
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

村
垣
は
、
渡
米
滞
在
中
に
か

な
り
詳
し
い
日
記
を
残
し
て
い

る
。「
町
を
歩
く
と
新
聞
記
者

が
駆
け
ま
わ
り
、
３
、４
階
は

女
性
が
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し

て
手
を
振
り
、
鐘
を
な
ら
し
花

を
車
に
投
げ
入
れ
た
。
花
を
贈

る
の
が
こ
の
国
の
敬
意
を
表
す

習
わ
し
だ
と
理
解
し
た
が
、
キ

ッ
ス
に
は
閉
口
し
た
」
と
。　

　

そ
の
村
垣
範
正
の
弟
、
忠
篤

が
江
戸
幕
府
の
徳
川
家
康
の
旗

本
だ
っ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
の

親
戚
に
婿
養
子
と
し
て
入
っ
て

生
ま
れ
た
忠
弘
の
ひ
孫
に
あ
た

る
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ジ

ャ
ズ
・
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て

活
躍
す
る
大
久
保
真
理
だ
。「
お

ま
え
さ
ん
の
ご
先
祖
は
、
江
戸

幕
府
の
使
い
と
し
て
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
た
の
だ
よ
。
覚
え
て
お

き
な
さ
い
」
渡
米
前
に
母
親
に

そ
う
言
わ
れ
た
と
い
う
。 

　

田
園
調
布
小
、
中
学
校
、
都

立
駒
場
高
校
、
東
京
藝
術
大
へ

進
み
、
オ
ペ
ラ
科
卒
業
後
は
ロ

ー
マ
で
ベ
ル
カ
ン
ト
修
業
中
に

ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
オ
ー
ネ
ッ

ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
に
才
能
を
認

め
ら
れ
、
オ
ペ
ラ
歌
手
か
ら
ジ

ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
を
目
指
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
。「
先
祖
に
武

士
が
い
る
こ
と
は
心
強
い
。
誇

り
を
持
っ
て
、
胸
を
張
っ
て
、

わ
た
し
は
パ
イ
オ
ニ
ア
で
は
な

い
け
れ
ど
東
西
の
架
け
橋
を
越

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
枠
か
ら
も

出
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
歌
を

歌
っ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
）。

日
米
交
流
原
点
の
訪
米
武
士

子
孫
Ｎ
Ｙ
で
ジ
ャ
ズ
歌
手
に

大
久
保
真
理
さ
んNYストスナ オシャレは街角から生まれる 148

June

ハ
イ
ラ
イ
ン
に
一
足
早
く
夏
が
来
た

　６月のハイラインパークは２㎞以上の空中緑道となり、所々にある木立の
トンネルを通過すると森の中を歩く感じさえある。2009年に開通、34丁目
まで延びて 2019年に工事完了したこの線形公園を訪れる人は年間８００万人
と言われる。開通当時に比べてすっかり成長した木々の向こうにはガラス張
りの近代ビルが聳え、歩道沿いには様々なアート・オブジェクトも並び、昔ユー
モラスな反体制的アートを窓に貼っていた古いビルは消えてしまった。深い
緑の木立の前では純白が映える。白いウェディングドレスの「ジューンブラ
イド」の語源はギリシャ神話の「ジュノ（Juno）」や 1948年のコメディ「ジュー
ンブライド」などさまざまだが、 白の引き立つ時期である。

（ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：J.J. ブレア―　（歳は言わな
いのよ！）
◇職業：マーケティング
◇居住地：ニューヨーク市内
◇着用の服：美しいパターンの
ドレスはシー（SEA）、バッグは
ムルーア、サングラスはボッテ
ガ、サンダルはマーセライル、
イアリングはミッソマ
◇よく利用する店：ほとんどビ
ンテージかオンライン

◇好きなブランド：クリスト
ファー・ジョン・ロジャーズ、ノー
マ・カマリ、ダイアン・フォン・
ファステンバーグ
◇着こなしで気をつけているこ
と：まず、着心地が良いこと。
次はカラーとパターン（柄）。そ
して値段が適当なこと。
◇撮影場所：ハイラインパーク
の 29 丁目あたり　　

http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com


2024年（令和 6年）6月 8日（土） ［広　告］　　（20  ）

https://daisous.com/v



